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菊

也、
γ

康

貴

は
　
じ
　
め
　
に

　
日
本
史
学
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
太
平
洋
戦
争
の
前
後
で
大
き
く
変
化
し

た
。
特
に
、
「
南
朝
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
こ
と
さ
ら
に
そ
れ
が
大

き
か
っ
た
。
戦
前
、
平
泉
澄
氏
に
代
表
さ
れ
る
所
謂
「
皇
国
史
観
」
の
も
と

で
南
朝
は
大
い
に
顕
彰
さ
れ
、
そ
の
廷
臣
た
ち
は
あ
た
か
も
「
理
想
の
国
民

像
」
の
如
く
取
り
扱
わ
れ
た
。
一
方
で
、
足
利
尊
氏
を
中
心
と
す
る
室
町
幕

府
お
よ
び
北
朝
に
つ
い
て
は
天
皇
を
裏
切
っ
た
「
逆
賊
」
と
さ
れ
た
。

　
戦
後
、
「
皇
国
史
観
」
か
ら
の
脱
却
が
目
指
さ
れ
る
中
、
佐
藤
進
一
氏
の

　
　
　
　
　
　
　
①

研
究
を
旗
頭
と
し
て
、
戦
前
の
歴
史
観
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な
南
北
朝
研

究
が
開
始
さ
れ
た
。
特
に
戦
前
に
逆
賊
認
定
を
受
け
て
い
た
足
利
尊
氏
や
室

町
幕
府
に
対
す
る
実
証
主
義
的
研
究
は
こ
の
七
十
年
間
で
飛
躍
的
な
深
化
を

遂
げ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
と
比
べ
て
戦
後
の
南
朝
研
究
は

あ
ま
り
振
る
わ
ず
、
戦
前
の
研
究
状
況
か
ら
大
き
な
発
展
を
遂
げ
た
と
は
と

て
も
言
い
き
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
、
森
茂
暁
氏
は
戦
後
の
南
朝
研
究
が
抱
え
る

重
大
な
問
題
点
と
し
て
、
①
明
治
時
代
以
来
の
南
北
朝
正
閏
問
題
と
そ
の
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

響
、
②
残
存
史
料
の
少
な
さ
、
の
二
点
を
挙
げ
て
い
る
。
①
に
関
し
て
は
近

年
、
峰
岸
純
夫
氏
や
亀
田
俊
和
氏
ら
に
よ
っ
て
「
南
朝
忠
臣
史
観
」
か
ら
の

脱
却
が
唱
え
ら
れ
て
お
り
、
同
時
代
史
料
に
基
づ
く
実
証
主
義
的
立
場
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
南
朝
研
究
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
問
題
は
②
で
あ
る
。
南
北
朝
分
裂
以
降
の
南
朝
は
基
本
的
に
京
都

か
ら
離
れ
て
お
り
、
自
前
の
古
記
録
が
残
存
し
な
い
。
そ
の
た
め
実
証
主
義

的
研
究
を
行
お
う
と
し
て
も
、
北
朝
方
の
古
記
録
に
わ
ず
か
に
残
る
南
朝
の

姿
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
い
く
、
と
い
っ
た
方
法
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
で
は
咽
南
北
朝
遺
文
舳
の
刊
行
を
は
じ
め
、
全
国

に
残
る
南
北
朝
時
代
の
文
書
史
料
の
収
集
が
容
易
と
な
る
環
境
が
整
備
さ
れ
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つ
つ
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
国
に
残
る
南
朝
関
係
文
書
史
料
に
基

づ
い
た
新
た
な
南
朝
研
究
の
可
能
性
が
開
け
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
よ
っ
て

今
後
の
南
朝
研
究
は
、
文
書
史
料
の
網
羅
的
収
集
・
分
析
か
ら
一
定
の
特
徴

を
見
出
し
て
い
く
一
い
わ
ば
「
帰
納
法
」
的
な
－
研
究
手
法
が
さ
ら
に

重
要
度
を
増
し
て
い
く
と
筆
者
は
考
え
る
。

　
そ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
受
け
、
本
稿
に
お
い
て
は
「
帰
納
法
的
な
南
朝

研
究
」
の
一
例
と
し
て
九
州
に
存
在
し
た
甫
朝
勢
力
「
後
征
西
将
軍
宮
」
に

関
係
す
る
史
料
を
通
し
て
新
た
な
南
朝
の
姿
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

　
後
醍
醐
天
皇
は
自
ら
の
皇
子
を
全
国
各
地
に
派
遣
し
て
そ
の
支
配
の
足
掛

か
り
と
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
中
で
も
特
に
異
彩
を
放
つ
の

が
征
西
将
軍
懐
良
親
王
を
筆
頭
と
す
る
九
州
の
征
冬
将
軍
府
（
以
下
、
「
征

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

西
府
」
）
の
存
在
で
あ
る
。
わ
ず
か
数
歳
で
九
州
に
派
遣
さ
れ
た
懐
良
は
正

平
十
六
年
（
＝
二
六
一
）
に
大
宰
府
を
占
領
し
、
明
よ
り
「
玉
本
国
王
良

懐
」
と
し
て
冊
封
さ
れ
た
。
九
州
の
南
朝
勢
力
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
南
朝

の
地
方
政
策
を
明
ら
か
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
外
交
面
に
お
い
て
は
後
の
室

町
幕
府
の
対
明
政
策
に
も
深
く
関
わ
っ
て
く
る
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る
。

　
征
西
府
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
肥
後
藩
医
田
中
元
勝
の
『
征
西
大
将
軍
宮

殿
』
を
は
じ
め
、
近
世
よ
り
盛
ん
で
あ
っ
た
。
近
代
で
は
そ
の
研
究
は
藤
田

明
認
の
『
征
西
漸
軍
糧
匝
に
集
約
さ
れ
、
今
日
に
至
る
ま
で
征
西
府
研
究
の

　
　
　
　
　
　
　
⑥

基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
征
西
府
の
権
力
構
造
に
つ
い
て
は
村
井
章
介
氏
の
研

究
に
て
門
九
州
国
家
」
と
し
て
の
独
立
性
が
論
じ
ら
れ
、
近
年
で
は
三
浦
龍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

昭
氏
に
よ
っ
て
関
係
史
料
へ
の
詳
細
な
分
析
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
征
西
将
軍
と
し
て
征
西
府
を
率
い
た
南
朝
皇
族
に
は
も
う
一
人

「
後
征
西
将
軍
宮
」
（
以
下
、
「
後
宮
」
）
と
呼
ば
れ
る
人
物
が
存
在
す
る
こ

と
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
北
朝
方

の
九
州
探
題
今
川
了
俊
に
よ
っ
て
文
申
元
年
（
＝
一
毛
二
）
に
大
宰
府
を
追

い
落
と
さ
れ
た
懐
良
は
、
筑
後
高
良
山
、
次
い
で
肥
後
菊
池
へ
と
退
却
す
る
。

こ
の
前
後
の
期
間
に
お
い
て
懐
良
の
征
西
将
軍
職
は
後
宮
へ
譲
ら
れ
、
懐
良

死
去
、
さ
ら
に
は
南
北
朝
の
合
一
以
降
も
南
朝
年
号
を
用
い
た
後
宮
に
よ
る

令
旨
発
給
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
後
宮
に
関
し
て
は
そ
の
諌
を
証
明
す
る
史
料
が
存
在
せ
ず
、
川
添
昭
二
氏

が
関
係
令
旨
お
よ
び
文
書
を
総
合
的
に
収
集
し
た
の
が
唯
一
の
ま
と
ま
っ
た

　
　
　
　
⑧

研
究
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
氏
の
研
究
に
お
い
て
は
後
宮
と
い
う
人
物
の
紹

介
と
そ
の
関
連
史
料
の
提
示
と
い
う
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
権
力

内
容
や
懐
良
お
よ
び
南
朝
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ
て
分
析
さ

れ
て
い
る
と
は
蓄
い
難
い
。

　
よ
っ
て
本
稿
に
お
い
て
は
、
征
西
府
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
参
考

に
し
つ
つ
、
改
め
て
時
代
を
追
い
な
が
ら
後
宮
の
発
給
し
た
令
旨
の
分
析
を

行
っ
て
い
く
。
そ
れ
に
よ
り
、
後
宮
の
具
体
的
な
活
動
内
容
と
大
宰
府
陥
落

か
ら
南
北
朝
合
一
に
至
る
ま
で
の
征
西
府
崩
壊
の
過
程
を
考
察
し
た
い
。
そ
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し
て
そ
の
作
業
を
通
し
て
、
文
書
史
料
の
網
羅
的
収
集
に
よ
る
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
に
な
い
新
た
な
南
朝
像
を
描
く
と
い
う
試
み
を
行
う
の
が
、
本
稿
の

最
大
の
目
的
で
あ
る
。

　
①
戦
後
南
北
朝
研
究
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
な
っ
た
研
究
こ
そ
が
、
佐
藤
進
一

　
　
『
葭
本
の
歴
史
第
九
巻
　
南
北
朝
の
動
乱
㎞
（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
五
年
、

　
　
初
出
一
九
六
五
年
）
で
あ
る
。

　
②
森
茂
暁
『
南
朝
全
史
大
覚
寺
統
か
ら
後
南
朝
へ
㎞
（
講
談
社
、
二
〇
〇
五
年
）
。

　
③
峰
岸
純
夫
『
人
物
叢
書
新
田
義
貞
㎞
（
吉
川
弘
文
館
、
一
δ
〇
五
年
）
、
亀
田

　
　
俊
和
『
南
朝
の
真
実
地
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）
。
特
に
後
者
は
「
南
朝
忠

　
　
臣
史
観
扁
か
ら
の
脱
却
を
主
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
④
『
南
北
朝
遺
文
』
は
、
噸
関
東
編
㎞
の
補
遺
を
除
い
た
最
終
巻
で
あ
る
第
六
巻
が

　
　
二
〇
＝
二
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
以
後
本
稿
に
お
い
て
は
『
南
北
朝
遺

　
　
文
　
九
州
編
㎞
を
噸
南
九
㎞
、
『
南
北
朝
遺
文
　
申
国
四
国
編
勧
を
『
南
中
四
睡
と

　
　
略
す
。

　
⑤
後
醍
醐
に
よ
る
親
王
派
遣
に
繰
越
し
た
研
究
の
集
大
成
と
し
て
は
、
森
茂
暁

　
　
㎎
皇
子
た
ち
の
南
北
朝
』
（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
七
年
、
初
出
～
九
八
八
年
）

　
　
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
⑥
藤
田
明
『
征
西
将
軍
宮
』
（
東
京
宝
文
館
、
一
九
一
五
年
）
。

　
⑦
村
井
章
介
「
征
西
府
権
力
の
性
格
扁
（
『
ア
ジ
ア
の
な
か
の
中
世
日
本
幽
、
校
倉

　
　
書
房
、
～
九
入
入
年
）
、
三
浦
龍
昭
『
征
西
将
軍
府
の
研
究
』
（
青
史
出
版
、
二
〇

　
　
〇
九
年
）
。

　
⑧
州
添
昭
二
「
後
征
西
将
軍
宮
発
給
文
書
考
」
（
㎎
古
文
書
研
究
㎞
十
九
、
～
九
入

　
　
工
年
）
。
以
後
特
別
の
註
釈
な
い
限
り
、
「
廻
心
氏
の
研
究
」
と
は
こ
の
論
文
の
こ

　
　
と
を
指
す
。

第
一
章
　
懐
良
・
後
征
西
将
軍
宮
両
立
期

第
…
節
　
征
西
将
軍
職
の
継
承

　
本
稿
は
、
征
西
府
の
崩
壊
期
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
時
代
の
恐
怖
関
係
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

料
を
収
集
し
分
析
を
加
え
て
い
く
。
そ
の
上
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
征
西
府

の
崩
壊
期
を
、
①
二
審
と
後
宮
が
と
も
に
存
在
し
て
い
た
時
期
（
以
下
、

門
工
期
」
）
、
②
一
荒
が
死
去
し
、
後
宮
の
み
が
存
在
し
て
い
た
時
期
（
以
下
、

「
H
期
」
）
、
の
二
つ
に
わ
け
そ
れ
ぞ
れ
第
一
章
、
第
二
章
に
お
い
て
分
析
し

て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
そ
も
そ
も
後
宮
と
は
、
諦
を
記
し
た
同
時
代
史
料
す
ら
存
在
し
な
い
人
物

で
あ
る
。
近
世
史
料
の
一
部
に
て
「
良
成
」
な
る
名
称
が
見
受
け
ら
れ
る
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

信
用
に
足
る
も
の
で
な
く
、
緯
不
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
出
自
は
後

村
上
天
皇
の
子
と
も
懐
良
の
子
と
も
い
わ
れ
る
が
、
正
平
二
十
年
（
一
三
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

五
）
頃
よ
り
史
料
上
で
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
弘
和
四
年
（
一
三
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

四
）
七
月
付
の
菊
池
武
朝
申
状
に
よ
れ
ば
「
将
軍
宮
御
事
、
被
受
正
平
之
勅

裁
、
為
故
大
王
御
代
窟
、
年
来
被
積
労
功
扁
と
あ
り
、
「
正
平
之
勅
裁
扁
を

受
け
た
将
軍
宮
（
1
1
後
宮
）
が
故
大
王
（
1
1
懐
良
）
の
「
御
代
官
」
と
し
て

活
動
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
ま
た
、
征
西
将
軍
就
任
前
の
後
宮
の
活
動
と
し
て
は
、
正
平
二
十
四
年
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（一

O
六
九
）
ご
ろ
の
＝
疋
時
期
に
四
国
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実

が
注
目
さ
れ
総
・
こ
れ
は
お
そ
ら
く
正
平
二
＋
年
に
遣
方
へ
と
罵
っ
た

河
野
通
直
に
対
し
て
派
遣
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
時
期
に
後
宮
が
発

給
し
た
文
書
な
ど
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
際
に
後
宮
が
四
国
で
何
ら
か

の
権
限
を
持
っ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
以
上
簡
潔
に
後
宮
の
基
礎
情
報
に
つ
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
、
本
章
に

お
い
て
は
後
宮
の
九
州
帰
還
後
、
征
西
将
軍
職
を
懐
良
よ
り
継
承
し
て
か
ら

廿
里
が
死
去
す
る
ま
で
の
期
間
（
1
期
）
の
令
旨
を
分
析
し
て
い
く
。
具
体

的
に
は
文
中
三
年
（
二
二
七
四
）
末
か
ら
弘
和
三
年
（
一
三
八
王
）
三
月
ま

で
の
約
八
年
間
を
指
す
。

　
こ
の
期
間
、
鞍
骨
は
主
に
筑
後
矢
部
の
山
中
に
在
り
、
後
宮
は
菊
池
氏
と

と
も
に
各
地
へ
転
戦
し
て
い
た
が
、
両
者
と
も
そ
れ
ぞ
れ
に
令
旨
を
発
給
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
い
た
。
令
旨
書
止
に
お
い
て
は
、
懐
良
は
＝
品
（
式
部
卿
）
親
王
扁
、

後
宮
は
「
征
西
大
将
軍
（
宮
）
」
と
い
う
称
号
を
用
い
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、

ま
ず
将
軍
職
継
承
の
時
期
に
つ
い
て
み
て
い
ぎ
だ
い
。

　
四
国
で
の
活
動
を
経
て
、
後
宮
が
再
び
九
州
へ
と
帰
還
し
た
の
は
文
中
四

年
（
＝
一
毛
五
）
以
前
で
あ
っ
た
。
同
年
に
年
次
比
定
さ
れ
て
い
る
菊
池
町

　
　
　
　
　
　
　
⑦

朝
（
聖
霊
丸
）
書
状
に
「
両
御
所
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
の
が
そ
の
根
拠
で

あ
る
。
し
か
し
、
後
宮
の
四
国
滞
在
中
、
征
西
府
の
状
況
は
厳
し
い
も
の
に

変
わ
っ
て
い
た
。
建
徳
二
年
（
一
三
七
｝
）
に
新
た
な
九
州
探
題
と
し
て
派

遣
さ
れ
た
今
川
了
俊
は
ま
た
た
く
ま
に
大
宰
府
を
占
領
し
、
翌
年
に
は
懐
良

を
は
じ
め
と
す
る
征
西
府
中
枢
は
筑
後
高
良
山
へ
と
退
却
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
文
中
三
年
（
＝
二
七
四
）
に
か
け
て
、
征
西
府
の
中
心
と
し

て
活
動
し
て
き
た
菊
池
武
光
、
次
い
で
嫡
男
武
政
が
相
次
い
で
死
去
し
、
野

良
は
武
光
の
嫡
孫
と
し
て
菊
池
氏
の
家
督
を
継
承
し
た
幼
年
の
武
朝
と
そ
の

縁
者
た
ち
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
の
み
と
な
っ
た
。

　
後
宮
が
征
西
将
軍
を
継
承
し
た
年
次
は
、
文
中
光
年
説
、
同
三
年
説
、
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

四
年
説
な
ど
が
存
在
し
て
お
り
、
杉
田
尚
雄
氏
は
文
中
四
年
六
月
十
王
日
付

令
旨
が
一
品
式
部
卿
親
王
名
義
な
の
に
対
し
、
同
年
十
月
三
日
付
令
旨
が
征

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

西
大
将
軍
宮
名
義
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
同
年
六
一
十
月
の
譲
渡
を
想
定
し
た
。

こ
の
一
方
で
、
川
添
氏
は
文
中
三
年
十
二
月
二
十
五
日
付
征
露
大
将
軍
令
旨

の
奉
者
「
散
位
」
が
翌
年
十
月
五
日
付
征
西
大
将
軍
宮
令
旨
三
者
の
花
押
と

　
致
す
る
こ
と
か
ら
、
前
者
が
後
宮
に
よ
る
最
初
の
令
旨
で
あ
る
と
し
、
文

中
三
年
中
の
譲
渡
を
唱
え
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
筆
者
は
川
添
氏
の
説
を
支

持
す
る
。

　
川
添
説
を
補
強
す
る
上
で
、
令
旨
の
書
止
に
着
目
し
た
い
。
征
西
将
軍
の

令
旨
に
つ
い
て
は
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
そ
の
形
式
が
変
化
し
て
い
く
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
⑩

が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
書
止
部
分
に
あ
る
発
給
主
体
者
表
記
の
変
化
は

特
に
顕
著
で
あ
る
。
糞
溜
が
下
向
直
後
に
用
い
て
い
た
凹
征
西
大
将
軍
宮
」

「
将
軍
宮
」
と
い
う
表
記
は
正
平
十
年
（
一
三
五
五
）
ご
ろ
を
境
に
検
出
さ
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れ
な
く
な
る
が
、
文
中
三
年
十
二
月
二
十
五
日
付
令
旨
に
お
い
て
突
如
と
し

て
史
料
走
塁
場
す
る
・
本
令
旨
は
正
平
二
＋
年
（
一
三
六
五
）
の
例
矯

を
除
い
て
は
実
に
約
二
十
年
ぶ
り
に
征
西
将
軍
号
が
使
用
さ
れ
た
事
例
で
あ

り
、
し
か
も
評
者
は
こ
れ
ま
で
一
切
登
場
し
な
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
同
年
以
降
懐
良
は
＝
品
式
部
卿
親
王
」
と
い
う
そ
れ
ま
で
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

確
認
さ
れ
な
い
称
号
を
用
い
て
令
旨
を
発
給
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

本
史
料
が
後
宮
の
最
初
の
令
旨
と
み
て
間
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
文
中
三
年

末
の
段
階
で
征
西
将
軍
職
の
譲
渡
は
完
了
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
背
景
と
し

て
は
こ
の
直
前
、
高
良
山
の
征
西
府
は
今
川
了
俊
の
攻
撃
を
受
け
て
お
り
、

十
月
越
ろ
に
は
退
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
軍
事
的
敗
北
が
将
軍

職
譲
渡
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
節
　
令
旨
発
給
主
体
者
の
比
定

　
で
は
改
め
て
1
期
に
お
け
る
懐
良
・
後
宮
の
活
動
、
特
に
両
者
の
権
限
分

掌
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
時
期
の
権
力
構
造
に
つ
い
て
は
、
藤
田

氏
の
『
心
懸
将
軍
宮
門
で
指
摘
さ
れ
て
以
来
、
繋
止
の
権
限
が
乏
し
く
後
宮

が
征
西
将
軍
と
し
て
主
体
的
に
征
西
府
の
中
核
を
担
っ
た
と
す
る
考
え
が
一

般
的
で
あ
る
。
近
年
に
お
い
て
も
森
氏
は
「
文
中
三
年
末
以
降
、
良
成
の
令

旨
が
九
州
歪
軸
に
発
さ
れ
る
文
書
の
中
心
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ま
い
」
と
断
定
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
見
解
は
、
1
期
に
お

け
る
発
給
主
体
者
不
明
令
旨
を
無
条
件
に
後
宮
の
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
に

基
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
文
中
三
年
以
降
に
発
給
さ
れ
た
令
旨
を
ま
と
め
た
の
が
【
表
】
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
1
期
の
令
旨
は
計
二
十
一
通
残
存
し
て
お
り
、
そ
の
奉
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
し
て
は
①
散
位
②
左
少
将
（
胤
房
）
③
宮
内
少
輔
（
正
業
）
④
左
少
将

（
邦
忠
）
の
四
名
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
令
旨
書
止
に
発
給

主
体
者
が
記
さ
れ
て
い
な
い
令
旨
が
計
九
通
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
川
添
氏
は
こ
の
九
通
の
令
旨
に
つ
い
て
、
門
令
旨
③
】
以
外
の
感
通
を
後

宮
の
発
給
令
旨
で
あ
る
と
断
定
し
て
い
る
。
以
後
、
森
宮
を
始
め
と
し
て
こ

の
説
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
　
方
で
、
『
南
北
朝
遺
文
　
九
州
編
騙
の

編
者
で
あ
る
瀬
野
精
一
郎
氏
は
川
添
説
に
従
っ
て
お
ら
ず
、
九
通
の
令
旨
に

つ
い
て
は
奉
者
に
よ
っ
て
発
給
主
体
を
分
類
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
筆
者
は
、
瀬
野
氏
の
説
を
支
持
す
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
九
通
以
外
の

令
旨
に
関
し
て
は
、
二
者
と
発
給
主
体
者
の
結
び
つ
き
が
明
ら
か
に
確
認
で

き
る
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
「
襟
留
大
将
軍
（
宮
）
」
名
義
の
令
旨
は

散
位
お
よ
び
宮
内
少
輔
正
業
、
「
一
品
（
式
部
卿
）
親
王
」
名
義
の
令
旨
は

左
少
将
胤
房
が
奉
じ
て
い
る
こ
と
が
【
表
】
よ
り
読
み
取
れ
る
。

　
当
時
に
お
い
て
、
霊
宝
と
後
宮
は
異
な
る
場
所
で
活
動
し
て
い
た
。
文
中

三
年
末
の
高
良
山
陥
落
以
後
に
両
者
は
一
旦
肥
後
菊
池
へ
退
却
し
た
が
、
そ

の
後
懐
良
は
五
条
良
遠
を
頼
っ
て
天
然
の
要
害
た
る
筑
後
矢
部
（
黒
木
）
の
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後征西将軍宮の研究（菊池）

山
中
に
移
っ
た
。
懐
良
死
去
の
翌
月
に
、
五
条
家
に
対
し
て
そ
の
こ
と
に
触

れ
た
讐
の
書
状
が
送
ら
れ
て
撫
こ
と
か
ら
も
・
そ
の
後
は
世
を
去
る
衷

で
滞
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
～
方
で
後
宮
は
、
「
菊
池
武
朝
申
状
」
の
記
述
か
ら
考
え
て
も
、
武
朝
と

と
も
に
天
授
年
間
以
降
各
地
で
転
戦
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ

の
時
期
は
菊
池
氏
に
奉
じ
ら
れ
転
戦
中
の
後
宮
と
五
条
家
と
と
も
に
矢
部
に

滞
在
し
て
い
る
懐
良
と
の
間
に
は
相
当
な
物
理
的
な
距
離
が
あ
り
、
令
旨
の

発
給
主
体
者
と
そ
の
人
物
に
近
侍
し
て
い
る
奉
者
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い

る
の
も
当
然
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
改
め
て
令
旨
奉
者
を
確
認
し
て
み
る
と
、
散
位
お
よ
び
宮
内
少
輔
正
業
は

後
宮
将
軍
就
任
以
前
の
奉
者
と
し
て
は
一
切
登
場
せ
ず
、
1
期
で
は
「
黒
本

大
将
軍
（
宮
）
賑
名
義
の
令
旨
の
み
を
奉
じ
て
い
る
。
後
宮
下
向
に
従
っ
て

九
州
へ
と
派
遣
さ
れ
た
人
物
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
左
少

将
舌
房
は
正
平
二
十
年
（
コ
ニ
六
五
）
以
降
の
懐
良
の
側
近
と
し
て
知
ら
れ
、

同
年
以
降
の
ほ
ぼ
全
て
の
懐
良
令
旨
の
奉
者
と
な
っ
て
お
り
、
1
期
に
お
い

て
も
「
一
晶
（
式
部
卿
）
親
王
」
名
義
の
令
旨
の
み
を
奉
じ
て
い
る
。
天
授

元
年
（
一
三
七
五
）
比
定
の
胤
房
か
ら
河
野
通
直
へ
送
ら
れ
た
書
状
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

て
山
中
に
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
さ
ら
に
同
書
訳
無
の
「
吾
（
悟
）
山
主
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
語
に
つ
い
て
は
五
条
良
遠
書
状
中
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
五
条
家
と
と
も

に
矢
部
の
山
中
に
お
い
て
懐
良
に
近
侍
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
以
上
よ
り
、
発
給
主
体
者
不
明
の
令
旨
九
通
に
関
し
て
は
、
奉
者
が
「
宮

内
少
輔
」
の
場
合
後
宮
、
「
左
少
将
」
の
場
合
懐
良
の
も
の
と
し
て
【
表
】

に
載
せ
て
い
る
。
ま
た
左
少
将
邦
忠
に
つ
い
て
は
元
三
十
年
（
＝
二
九
三
）

比
定
の
三
通
の
無
年
号
奉
書
、
さ
ら
に
翌
年
に
は
最
後
の
後
宮
令
旨
を
奉
じ

て
い
る
た
め
、
散
位
お
よ
び
宮
内
少
輔
正
業
と
同
じ
く
後
宮
付
の
人
物
と
想

定
し
て
【
令
旨
⑳
】
は
後
宮
令
旨
と
分
類
す
る
。

第
三
節
　
懐
良
と
後
宮
の
権
限
分
掌

　
以
上
の
考
察
を
ふ
ま
え
、
本
節
に
お
い
て
は
数
年
ご
と
に
区
切
り
な
が
ら

年
代
を
追
っ
て
令
旨
の
分
析
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

①
文
中
三
年
（
一
三
七
囚
）
末
か
ら
天
授
二
年
（
＝
二
七
六
）

　
こ
の
約
二
年
間
は
、
懐
良
令
旨
と
後
宮
令
旨
が
混
在
す
る
時
期
で
あ
る
。

戦
況
と
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、
天
授
元
年
八
月
二
十
六
日
に
九
州
探
題
今
川

了
俊
が
肥
後
水
島
に
て
少
弐
冬
資
を
殺
害
し
た
水
島
の
変
が
起
き
て
い
る
。

こ
の
事
件
に
よ
り
島
津
貸
蔵
ら
が
北
朝
方
よ
り
離
反
、
南
朝
方
は
～
時
的
に

勢
力
を
回
復
し
武
朝
率
い
る
軍
勢
は
肥
前
へ
と
出
兵
し
た
。

　
で
は
、
令
旨
を
順
番
に
み
て
い
こ
う
。
【
令
旨
①
】
は
青
柳
小
三
郎
の
軍

忠
を
賞
し
た
、
後
宮
が
初
め
て
発
給
し
た
令
旨
で
あ
る
。
第
一
節
で
触
れ
た

と
お
り
、
奉
者
の
「
散
位
」
は
禰
寝
喜
泣
の
軍
書
を
賞
し
た
【
令
旨
⑧
】
の

奉
者
「
散
位
扁
と
花
押
が
一
致
す
る
た
め
、
同
一
人
物
で
あ
る
。
な
お
、
1
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【表】『南北朝遺文』にみえる征西将軍令旨一覧

西暦 年号 月 日
発給

蜻ﾌ

通し

ﾔ号
書止における表記 奉者 宛名 番号 出典 内容

1374 文中3 12 25 後宮 ① 層面大将軍 散位 青柳小三郎館 5154 筑後五条文書 軍忠感状

5 25 懐良 ② 一品親王 左少将（胤房〉 河野刑部大輔殿 4147 築山本河野家譜 軍勢催｛足

懐良 ③ × 左少将（胤房） 阿蘇大宮司殿 520Q 肥後阿蘇電文轡 安堵（豊後国入田庄井小月D

文中4 懐良 ④ 一品親王 左少将（胤房） 阿蘇大我司殿 ．5201 肥後阿蘇家文書 安堵（豊後国日田庄地頭職）
．6 13

懐良 ⑤ 一品親王
．左少将ぐ胤房） 阿蘇大宮司殿 5202 肥後阿蘇家裁轡 補任（日向国守護職）

1375

懐良 ⑥ 一品式部卿親王 左少将（胤房） 町蘇大宮司殿 5203 肥後町蘇家文書 補任（日肉国国司職）

3 後宮 ⑦ 征西大将軍宮 宮内少輔（正業） 大友孫三郎殿 5245 豊後大友松野文書 打渡（豊後国入田庄井田川）

天授元 10 5 後宮 ⑧ 征西大将軍宮 散位 禰寝右馬助殿 5246 大隅禰寝文書 軍忠感状

13 後宮 ⑨ 征西大将軍宮 宮内大（少ヵ）輔（正業） 大宰少弐殿 5247 肥後阿蘇家文書 打渡（筑前国山門庄領家職平井跡）

3 18 後宮 ⑩ 征西大将軍宮 宮内少輔（玉乗） 大友孫三郎殿 5278 豊後大友松野文書 沙汰付（豊後国武蔵郷）

爵 9 2 後宮 ⑪ × 宮内少輔（正業） 大宰駿河入道殿 5339 肥後阿蘇家文書 沙汰付（筑前国山門郷）

1376 天授2 後宮 ⑫ × 宮内少輔（正業） 阿蘇社大宮司殿 5351 肥後阿蘇家文書 沙汰渡（筑前国下座郡内桑原跡）

！0 13 後宮 ⑬ × 宮内少輔（正業） 阿蘇社大宮司殿 5352 肥後阿蘇家文書 宛行（筑前国下座郡平塚名土田大和守跡）

後宮 ⑭ × 宮内少輔（正業） 阿蘇大宮司殿 5353 肥後阿蘇家文書 宛行（肥前国小城郡西方地頭職城入道跡三分一）

2 22 懐良 ⑮ x 友少将（胤房） 晦蘇社衆徒中 5374 肥後西巌殿寺文書 祈藩命令

18 懐良 ⑯ × 左少将（胤房〉 嶋津安芸入道殿 5383 日向樺山文轡 軍忠感状

1377 ．天授3

3

26 懐良 ⑰ 一晶式部卿親王 左少将（胤房） 阿蘇乙姫殿 5388 肥後阿蘇家文書 安堵（肥後国儀ケ社大宮司職丼国々所領等〉

6 29 魔軍 ⑱ 一品親王 左少将（胤募） 嶋津美濃守館 5404． 日向樺山文轡 軍忠感状

12 13 懐良 ⑲ 一品親王 左少将胤房 本告執行館 543a． 肥前櫛田神社文警 安堵（所々本領等）

1380 ／天授6 5 7 懐良． ⑳ × 左少将（胤房） 蜂須賀兵部丞館 5597 蜂須賀系囲所収 宛行く筑後国河崎庄内拾町）

1382 弘和2 6 1 後宮 ⑳ X 左少将（邦忠） 阿蘇山衆徒中 5722 肥後西巌殿寺文書 祈謄命令

（。Q

煤
j

8



（
選
擦
）
翠
溢
e
畑
瞬
糞
麹
単
巡

4 14 後宮 ⑫ 征西将軍宮 左中将（胤房） 相良近江守館 5764 肥後相良家文轡 軍忠感状（球磨郡内拝薙北庄）
1383 弘和3

7 13 後宮 ⑬ 将軍宮 左中将（胤房） 阿蘇大宮司殿 5783 肥後阿蘇家学轡 軍忠感状（豊前国三雲三郎跡・同国別符櫨此跡）

弘和4 5 16 後宮 ⑳ 征西将軍宮 左中将（特旨） 牛深河内入道館 5822 薩摩牛尿文帯 軍忠感状
1384

元中元 1圭 21 後宮 ⑮ 征西将軍宮 侍従（親世） 阿蘇大宮司殿 5862 肥後阿蘇家文書 寄進（豊前国今任庄）

正 13 後宮 ⑯ 征酋将軍宮 侍従（親旧） 阿蘇大宮司館 5873 肥後阿蘇家文書 宛行（肥前国彼杵庄領家職三条中納言入道跡）

10 後鼻 ⑳ 征哲将軍宮 散位（親世） 禰十目館 5885 大隅禰寝文書 軍忠感状
1385 元中2 2

17 後宮 ⑱ 親王宮 左衛門佐（定有） 相良近江守旧 5892 肥後相良召文轡 補任（肥前国守護職）

11 15 後宮 ⑳ 征西大将軍宮 散位（親世） 阿蘇大宮司殿 5940 肥後阿蘇家文番 安堵（親父推武跡）

五
期

5 26 後宮 ⑳ X 散位：（親世） 附蘇大宮司殿 5977 肥後阿蘇家文書 安堵（日向対々衛）
1386 元中3

11 27 後宮 ⑳ × 散位（御世） 阿蘇大宮司殿 5997 肥後阿蘇家文書 安堵（豊後田鼠田郷）

後宮 ⑫ 兵部卿親王 右添乳（定有） 相良近江守殿 6017 月日後相良家文書 軍忠感状
1387 元中4 7 4

後宮 ⑳ 兵部卿親王 右少弁（定有） 相良近江守一族等中 6019 肥後相良家文轡 宛行（肥前国小瀬庄）

1388 元中5 10 13 後宮 ⑭ 征西将軍宮 右少弁（定有） 相良近江守殿 6071 肥後相良家文替 軍忠感状

1390 元中7 正 18 後宮 薗 X 散位 五条左馬頭殿 6107 筑後五条文書 軍勢催促

1391 元中8 9 26 後宮 ⑳ 征西将軍宮 左少弁 蜂須賀越後入道殿 6197 阿波蜂須賀文書 軍忠感状

1393 元中10 2 9 後宮 ⑰ 征西大将軍宮 左中将 阿蘇大宮司殿 6257 肥後阿蘇家文書
軍勢催促（豊後・日向両国守護職舛肥後国八代庄・

ﾍ尻一跡・三舩一跡・海東一跡井豊田庄等）

1394 元申11 12 19 後宮 ⑳ X 左少将（邦忠） 五条左馬頭殿 6316 筑後五条文書 宛行（筑前国下津郡阿蘇一族等跡）

註1：①親ヨEの意を示す奉書形式となっている，②年月日の記載が存在する，③奉者および宛名が明記されている，の三点をすべて満たす史料を令旨として取り扱う。

註2：番号は，楠北朝遺文九州羅における史料番号を示す。但し，文中4年5月25日令旨のみ陣国四国鍬の史料番号である。

註3：「書止における表記」では発給主体者のみを抜粋している。例えば，播止に「依将軍宮令旨」とある場合，「樗軍宮」と掲載している。

註4；書止に発給主体者が記されていない場合，「x」で表す。

註5＝弘和3年3月7日付「征西将軍宮令旨写」（ギ菊池古文轡⊥　楠九』5759号）については，通説に従い偽文書とした。

駐6：「軍勢催促」・「軍忠感状」の垂麦についているカッコ内の所領名はtその褒賞として提示されているもの。

（①

ｨ
）
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期
に
お
け
る
後
宮
の
軍
職
感
状
令
旨
は
こ
の
二
通
の
み
で
あ
る
。

　
【
令
旨
②
】
は
懐
炉
が
土
佐
国
に
円
明
寺
大
納
言
を
派
遣
し
て
河
野
氏
に

対
し
合
力
を
求
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
1
期
唯
一
の
軍
勢
催
促
令
旨
で
あ

る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
同
年
八
月
十
五
日
付
で
四
通
の
編
旨
・
口
宣
案
が

南
朝
よ
り
通
達
に
宛
て
て
発
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
文
書
を
要
約
す
る
と
、
イ
　
周
防
国
に
つ
い
て
舞
策
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
、

ロ
　
伊
予
国
に
お
け
る
患
節
を
賞
す
る
こ
と
、
ハ
　
債
予
国
守
護
職
の
管
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

を
認
め
る
こ
と
、
二
　
通
直
を
刑
部
大
輔
に
任
じ
る
こ
と
、
と
な
る
。

　
イ
に
つ
い
て
は
文
中
三
年
（
＝
二
七
四
）
に
植
下
が
発
給
し
た
同
内
容
の

　
⑲

令
旨
を
、
ハ
に
つ
い
て
は
建
徳
二
年
半
一
三
七
一
）
に
懐
良
が
発
給
し
た
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

直
が
伊
予
国
守
護
職
を
領
掌
す
る
こ
と
を
認
め
る
令
旨
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
て

の
事
で
あ
ろ
う
。
本
史
料
は
豊
里
の
権
限
が
四
国
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と

の
傍
証
と
な
る
。

　
さ
ら
に
二
に
関
し
て
、
八
月
十
五
日
の
時
点
で
通
魔
が
補
任
さ
れ
た
は
ず

の
刑
部
大
輔
と
い
う
窟
職
で
あ
る
が
、
五
月
二
十
五
日
付
の
【
令
旨
②
】
に

お
い
て
懐
良
は
す
で
に
独
自
に
刑
部
大
輔
の
宮
名
を
用
い
て
い
る
。
山
田
貴

司
氏
に
よ
れ
ば
、
征
西
府
に
お
け
る
宮
位
任
官
は
基
本
的
に
は
懐
良
が
南
朝

へ
と
吹
挙
す
る
権
限
を
持
ち
、
在
地
武
士
よ
り
南
朝
へ
の
直
奏
は
禁
止
さ
れ

　
　
⑳

て
い
た
。
本
史
料
に
つ
い
て
も
正
式
な
補
任
以
前
か
ら
懐
良
が
刑
部
大
輔
の

名
称
を
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
職
掌
は
懐
良
経
由
で
南
朝
へ
官
職
を

要
求
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
征
西
将
軍
を
退
い
て
後
も
懐
良

が
官
途
吹
挙
の
権
限
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
続
い
て
【
令
旨
③
】
か
ら
【
令
旨
⑭
】
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
こ

れ
ら
は
ほ
ぼ
全
て
が
阿
蘇
氏
、
特
に
当
時
爾
朝
方
の
大
宮
潤
で
あ
っ
た
阿
蘇

惟
武
に
関
係
す
る
令
旨
で
あ
る
。
従
来
征
西
府
は
九
州
の
武
家
、
な
か
で
も

阿
蘇
氏
に
良
し
て
多
数
の
軍
勢
催
促
令
旨
を
発
給
し
て
い
た
が
、
1
期
に
お

い
て
は
全
く
確
認
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
阿
蘇
氏
と
征
西
府
の
関
係
が
軍
事

情
勢
の
悪
化
に
よ
り
上
下
関
係
に
近
い
も
の
か
ら
同
盟
関
係
に
近
い
も
の
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

変
化
し
た
こ
と
の
表
れ
と
と
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
実
際
に
令
旨
を
み
て
い
く
と
、
ま
ず
、
【
令
旨
④
】
【
令
旨
⑤
】
【
令
旨
⑥
】

は
懐
良
が
惟
武
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
豊
後
国
日
田
庄
地
頭
職
、
日
向
国
守
護
職
、

日
向
國
国
司
職
を
与
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
日
田
庄
地
頭
職
は
そ
も
そ

も
建
武
三
年
（
～
三
三
六
）
に
後
醍
醐
天
皇
よ
り
阿
蘇
惟
直
に
与
え
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
惟
直
の
戦
死
後
に
父
の
十
時
が
北
朝
方
に
つ
い
た
こ
と
で

北
朝
方
の
地
と
さ
れ
た
。
南
朝
方
阿
蘇
氏
に
と
っ
て
は
何
と
し
て
も
取
り
戻

し
た
い
念
願
の
地
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
日
向
国
の
守
護
・
国
司
職
に
つ
い
て
も
阿
蘇
氏
の
宿
願
で
あ
っ
た

よ
う
で
、
惟
武
の
父
で
あ
る
阿
蘇
（
掌
治
）
惟
澄
が
正
平
四
年
（
　
三
四

九
）
に
日
向
國
の
「
吏
務
職
」
に
補
任
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
守
護
職
に
は

　
　
　
　
　
　
　
⑳

補
任
さ
れ
て
い
な
い
。
以
上
を
み
れ
ば
、
早
良
は
阿
蘇
氏
宿
願
の
地
を
自
ら

92　（320）
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の
権
限
に
よ
り
改
め
て
保
障
す
る
こ
と
で
阿
蘇
氏
の
協
力
を
取
り
付
け
よ
う

と
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
続
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
【
令
旨
⑦
】
お
よ
び
【
令
旨
⑨
】
か
ら
【
令
旨

⑬
】
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
後
宮
が
発
給
し
た
所
領
政
策
に
関
す
る
令
旨
で
あ

る
が
、
金
て
建
徳
三
年
（
　
三
七
二
）
か
ら
文
中
四
年
（
＝
工
七
五
）
の
間

に
懐
良
が
発
給
し
た
所
領
関
係
令
旨
に
ま
つ
わ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
・
筑
前
国
山
門
庄
は
、
建
徳
三
年
に
武
藤
平
井
又
次
郎
孫
七
が
保
持
し
て

　
　
い
た
領
家
職
が
懐
良
に
よ
り
毎
月
大
般
若
経
転
読
料
所
と
し
て
阿
蘇
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
に
寄
進
さ
れ
て
お
り
、
【
令
旨
⑨
】
門
令
旨
⑪
】
に
お
い
て
後
宮
よ
り
打

　
　
渡
・
沙
汰
付
が
少
弐
氏
へ
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
・
筑
前
国
下
座
郡
は
、
文
中
三
年
（
一
三
七
四
）
に
懐
良
が
元
の
ご
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
返
付
す
る
こ
と
を
命
じ
た
後
、
【
令
旨
⑫
】
【
令
旨
⑬
】
に
お
い
て
後
宮

　
　
よ
り
桑
原
跡
の
沙
汰
付
と
土
田
大
和
守
跡
の
知
行
が
惟
武
に
約
束
さ
れ

　
　
て
い
る
。

　
・
豊
後
国
武
豊
郷
は
文
中
三
年
に
懐
良
に
よ
り
惟
武
へ
下
根
料
所
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
宛
行
わ
れ
た
後
、
【
令
旨
⑩
】
に
お
い
て
後
宮
よ
り
沙
汰
付
が
大
友
氏

　
　
継
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
・
豊
後
国
入
田
庄
は
文
中
四
年
（
＝
二
七
五
）
に
【
令
旨
③
】
に
よ
っ
て

　
　
懐
疑
に
よ
り
惟
武
へ
知
行
が
約
束
さ
れ
た
後
、
【
令
旨
⑦
】
に
お
い
て

　
　
後
宮
よ
り
打
渡
が
大
友
氏
継
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
四
通
の
後
宮
令
旨
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
後
宮
の
発
し
た
所
領

関
係
命
令
は
後
宮
単
独
で
行
わ
れ
た
も
の
で
な
く
、
必
ず
そ
の
前
提
と
な
る

令
旨
が
数
年
前
に
懐
良
か
ら
発
給
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
少
な

く
と
も
史
料
の
上
か
ら
は
、
征
西
将
軍
た
る
後
宮
が
自
由
に
所
領
を
給
付
し

て
い
た
と
い
う
事
実
は
読
み
取
れ
な
か
っ
た
。

　
な
お
、
後
宮
令
旨
の
う
ち
唯
一
こ
の
ケ
ー
ス
か
ら
外
れ
る
【
令
旨
⑭
】
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
肥
後
国
守
富
庄
の
替
り
と
し
て
肥
前
国
小
城
郡
西
方
地
頭

職
城
入
道
跡
三
分
一
を
蜂
巣
に
知
行
さ
せ
る
こ
と
を
約
束
し
た
も
の
で
あ
る
。

守
富
庄
は
河
虚
幻
と
阿
蘇
惟
澄
・
惟
武
の
問
で
そ
の
支
配
を
め
ぐ
っ
て
長
い

相
論
と
な
っ
た
荘
園
と
し
て
有
名
で
、
最
終
的
に
は
正
平
十
三
年
（
＝
二
五

八
）
ご
ろ
に
懐
良
の
令
旨
に
よ
っ
て
河
重
氏
と
惟
澄
に
そ
れ
ぞ
れ
半
分
地
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

職
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
措
置
は
そ
の
失
わ
れ
た
地
頭
職

半
分
年
貢
を
補
鎭
す
る
の
が
目
的
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
懐
良
令
旨
に
基
づ
く

補
助
的
な
役
割
に
と
ど
ま
る
。

　
よ
っ
て
以
上
よ
り
、
従
来
所
領
政
策
に
関
し
て
大
き
な
権
限
を
持
つ
と
考

え
ら
れ
て
き
た
後
宮
令
旨
は
、
実
際
は
論
旨
令
旨
の
方
針
か
ら
外
れ
る
こ
と

が
な
く
、
決
し
て
懐
良
以
上
の
権
限
を
持
っ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明

し
た
。
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
言
い
方
を
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
懐
良
が
将
軍

職
か
ら
退
い
た
後
の
征
西
府
に
お
い
て
、
懐
良
を
頂
点
と
す
る
百
行
シ
ス
テ

ム
が
後
宮
を
組
み
込
ん
だ
形
で
再
編
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
懐
良
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が
征
西
将
軍
で
あ
っ
た
こ
ろ
の
指
令
執
行
系
統
は
国
に
よ
っ
て
異
な
り
、
例

え
ば
豊
前
国
で
は
征
西
府
　
　
守
護
一
守
護
代
　
　
使
節
お
よ
び
征
西
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
国
司
…
使
節
の
二
つ
の
ラ
イ
ン
が
存
在
し
た
。
こ
れ
が
高
良
山
陥
落

以
降
は
単
純
な
後
宮
　
　
使
節
体
制
に
な
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
の
分

析
に
よ
り
一
品
式
部
卿
親
王
（
懐
良
）
一
征
西
将
軍
（
後
宮
）
一
使
節

（
大
友
氏
、
少
弐
氏
な
ど
）
と
い
う
新
体
制
が
構
築
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
今
回
取
り
扱
っ
た
史
料
は
阿
蘇
氏
に
対
す
る
も
の
の
み
で
あ
る

た
め
、
一
般
論
と
し
て
論
じ
る
の
に
は
注
意
を
要
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
少

な
く
と
も
後
宮
は
懐
良
の
発
し
た
所
領
給
付
命
令
に
対
し
て
実
際
の
薄
行
を

行
う
、
ま
さ
に
「
御
代
官
」
（
門
菊
池
武
朝
申
状
」
）
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
雷
え
る
で
あ
ろ
う
。

②
天
授
三
年
（
＝
一
毛
七
）
か
ら
弘
和
三
年
（
＝
二
八
三
）

　
こ
の
約
七
年
間
に
つ
い
て
は
、
門
史
料
⑳
】
を
除
い
て
全
て
懐
良
令
旨
で

占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
戦
況
の
悪
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
天

授
三
年
～
月
に
起
こ
っ
た
肥
前
蜷
内
の
合
戦
で
は
、
菊
池
武
義
・
武
安
・
阿

蘇
惟
武
を
含
む
南
朝
の
主
力
武
将
が
次
々
と
戦
死
し
、
留
書
と
後
宮
は
肥
後

　
　
　
　
　
　
⑳

へ
と
落
ち
延
び
た
。
翌
年
の
肥
後
託
麻
原
合
戦
で
は
辛
う
じ
て
勝
利
し
た
も

の
の
、
そ
の
後
は
敗
戦
を
続
け
、
弘
和
元
年
（
一
三
入
一
）
六
月
に
は
拠
点

で
あ
っ
た
隈
部
・
染
土
城
が
陥
落
し
後
宮
は
肥
後
金
詰
山
中
の
「
た
け
」
の

御
所
へ
と
移
っ
て
抵
抗
を
続
け
た
。
こ
の
状
況
下
で
後
宮
令
旨
の
発
給
は
困

難
と
な
り
、
懐
良
の
み
が
令
旨
を
発
給
し
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
阿
蘇
氏
に
対
し
て
は
一
蓮
の
令
旨
が
発
給
さ
れ
て
い
る
。
【
令
旨
⑮
】
と

【
令
旨
⑰
】
で
あ
る
。
甘
受
は
代
官
と
し
て
「
箋
首
座
」
を
参
詣
さ
せ
て
九

州
の
静
譲
を
祈
禧
さ
せ
た
も
の
。
後
者
は
惟
武
の
戦
死
に
伴
い
阿
蘇
氏
を
継

い
だ
惟
政
に
対
し
、
改
め
て
四
力
餅
大
宮
司
職
と
国
々
の
所
領
を
安
堵
し
た

も
の
で
あ
る
。
軍
忠
感
状
令
旨
に
つ
い
て
も
【
令
旨
⑯
】
に
お
い
て
樺
山
資

久
、
【
令
旨
⑬
】
に
お
い
て
樺
山
音
久
の
忠
節
を
賞
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ

に
つ
い
て
も
征
西
府
の
代
表
と
し
て
懐
良
が
行
動
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
所
領
政
策
に
つ
い
て
は
【
令
旨
⑲
】
で
本
告
執
行
の
本
領
を
安
堵
し
て
い

る
。
本
告
村
は
｛
令
旨
⑭
】
に
登
場
す
る
小
城
郡
西
郷
中
に
あ
り
、
お
そ
ら

く
征
西
府
の
支
配
が
及
ぶ
土
地
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
【
令
旨
⑳
】
で

は
蜂
須
賀
兵
衛
丞
へ
筑
後
国
河
崎
庄
内
十
町
を
兵
着
所
と
し
て
知
行
さ
せ
て

い
る
。
河
崎
庄
は
ま
さ
に
矢
部
・
黒
木
周
辺
に
広
が
る
荘
園
で
あ
り
、
懐
良

の
膝
元
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
実
効
性
の
あ
る
命
令
と
い
え
よ
う
。

　
一
方
、
こ
の
間
の
後
宮
の
軍
事
以
外
の
活
動
は
史
料
上
に
み
え
な
い
が
、

参
考
と
す
べ
き
南
朝
文
書
が
存
在
す
る
。
ま
ず
天
授
六
年
（
；
一
八
○
）
五

　
　
　
　
　
　
⑳

月
一
日
付
ロ
宣
案
で
は
、
大
友
氏
勝
が
式
部
贈
主
に
補
任
さ
れ
て
い
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
さ
ら
に
同
日
付
の
長
慶
天
皇
論
旨
に
お
い
て
最
勝
の
忠
節
を
賞
し
て
い

る
が
、
そ
の
追
書
に
「
追
仰
　
分
国
以
下
安
堵
事
、
錐
不
可
有
子
細
、
殊
更
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後征西将軍宮の研究（菊池）

帯
　
将
軍
宮
御
吹
挙
、
可
申
之
旨
、
同
所
被
仰
下
也
」
と
い
う
表
現
が
み
え

る
。
分
国
以
下
の
安
堵
の
こ
と
を
氏
勝
が
南
朝
に
直
奏
し
た
こ
と
に
対
し
て

将
軍
宮
の
吹
挙
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
こ
の
令
旨
か
ら
、
南
朝
が
吹
挙
の
権

限
の
持
ち
主
と
し
て
後
宮
を
認
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
あ
た
り
か
ら
懐
良
と
後
宮
の
関
係
性
は
変
化
を
み
せ
始
め

る
。
【
令
旨
⑳
】
は
九
州
静
誰
の
五
濁
を
阿
蘇
社
に
命
じ
た
も
の
で
あ
り
、

阿
蘇
社
に
対
し
後
宮
が
初
め
て
祈
薦
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
史
料
に
、
【
令
旨
⑳
】
発
給
の
三
カ
月
後
、
弘
和
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

年
（
＝
一
天
二
）
九
月
二
十
八
日
に
到
着
し
た
長
慶
天
皇
勅
書
が
あ
る
。
本

史
料
で
は
、
長
慶
が
孔
子
や
魏
徴
の
言
葉
を
用
い
て
後
宮
を
諌
め
、
最
終
的

に
は
大
王
の
許
否
は
後
宮
の
今
後
の
行
動
次
第
で
あ
る
と
諭
し
て
お
り
、
こ

こ
か
ら
懐
良
と
後
宮
の
問
に
何
ら
か
の
不
具
合
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
判
断

で
き
る
。
村
田
正
志
氏
に
よ
れ
ば
懐
良
は
こ
の
こ
ろ
か
ら
す
で
に
病
に
苦
し

　
　
　
　
　
　
⑳

ん
で
い
た
と
さ
れ
、
そ
れ
が
原
因
で
後
宮
の
権
限
拡
大
に
つ
な
が
り
、
本
史

料
に
み
え
る
よ
う
な
状
況
へ
と
発
展
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
本
章
に
お
け
る
考
察
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
1
期
に
お
け

る
後
宮
令
旨
は
極
め
て
短
期
間
に
の
み
発
給
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
軍

忠
感
状
お
よ
び
所
領
政
策
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
後
宮
は
基
本

的
に
懐
良
の
権
限
を
越
え
る
こ
と
は
な
く
、
あ
く
ま
で
懐
良
令
旨
の
実
行
役

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
対
し
て
懐
良
は
従
来
保
持
し
て
い
た
権

限
を
依
然
と
し
て
保
っ
て
お
り
、
南
朝
や
阿
蘇
氏
に
対
し
て
も
重
縁
が
征
西

府
の
代
表
と
し
て
振
る
舞
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
天
授
年
間
宋
期
か
ら

弘
和
年
間
に
か
け
て
次
第
に
後
宮
の
権
限
が
拡
大
し
て
い
き
、
懐
良
と
後
宮

の
問
を
南
朝
が
仲
裁
す
る
ま
で
の
事
態
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
1
期
に
お
け
る
懐
良
は
、
令
旨
の
み
な
ら
ず
玉
垂
神
社
に
納
め
た

願
文
で
「
～
品
懐
良
親
王
」
と
記
名
す
る
な
ど
積
極
的
に
＝
品
」
を
名
乗

っ
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
式
部
卿
」
と
い
う
称
号
も
興
味
深

い
。
安
田
政
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
平
安
山
に
式
部
卿
親
王
と
は
親
王
の
中
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

第
一
の
地
位
を
持
つ
者
の
こ
と
を
指
し
た
と
い
う
。
南
朝
に
お
い
て
も
長
老

格
に
あ
っ
た
宗
良
が
一
品
式
部
卿
に
補
任
さ
れ
て
お
り
、
懐
良
の
地
位
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

宗
良
よ
り
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
よ
っ
て
、
征
西
将
軍
職
を
譲
渡
し
て
矢
部
へ
と
移
っ
た
懐
良
は
、
通
説
の

よ
う
に
完
金
に
隠
居
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
コ
品
式
部
卿
親
王
」
と
い
う

地
位
を
得
て
、
そ
の
後
も
九
州
南
朝
方
の
中
心
と
し
て
活
動
を
継
続
さ
せ
た

と
い
う
こ
と
が
み
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

①
　
本
稿
に
お
い
て
は
、
①
親
王
の
意
を
示
す
奉
書
形
式
と
な
っ
て
い
る
、
②
年
月

　
日
の
記
載
が
存
在
す
る
、
③
識
者
お
よ
び
宛
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
、
の
三
点
を

　
す
べ
て
満
た
す
史
料
を
「
令
旨
」
と
し
て
取
り
扱
う
。

②
「
古
本
帝
王
系
図
」
な
ど
の
近
世
史
料
に
記
述
が
み
え
る
。
し
か
し
同
史
料
は

　
八
代
国
治
氏
に
よ
っ
て
偽
作
と
断
定
さ
れ
た
史
料
で
あ
り
、
信
用
に
足
る
も
の
で

　
は
な
い
（
八
代
国
治
『
長
慶
天
皇
御
即
位
の
研
究
㎞
、
明
治
轡
院
、
一
九
二
〇
年
）
。
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③
「
藤
原
某
起
請
文
写
」
（
「
肥
後
阿
蘇
家
文
書
」
、
欝
九
』
四
五
六
九
号
）
に

　
「
若
宮
扁
と
い
う
名
称
で
登
場
す
る
の
が
初
出
。

④
「
菊
池
武
朝
申
状
写
」
（
「
菊
池
古
文
書
」
、
『
南
九
』
五
入
二
六
号
）
。

⑤
「
征
西
将
軍
宮
令
旨
写
」
（
「
河
野
家
譜
」
、
咽
南
九
』
四
七
六
四
号
）
、
門
中
轡
状

　
写
」
（
「
河
野
家
譜
」
、
『
南
九
』
四
七
六
五
号
）
な
ど
よ
り
後
宮
が
四
国
に
派
遣
さ

　
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

⑥
　
算
当
は
文
中
三
年
以
降
、
一
貫
し
て
＝
品
（
式
部
卿
V
親
王
」
を
使
用
し
て

　
い
る
。
し
か
し
正
平
二
十
四
年
（
＝
一
　
六
九
）
か
ら
建
徳
二
年
（
＝
二
七
一
）
に

　
か
け
て
は
「
申
務
卿
親
王
」
「
征
夷
大
将
軍
」
の
称
号
を
用
い
て
お
り
、
こ
の
時

　
期
す
で
に
石
西
将
軍
の
職
を
失
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
懐
良
が
征
西

　
将
軍
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
最
後
の
史
料
は
、
筑
後
玉
垂
神
社
所
蔵
の
建
徳

　
元
年
「
玉
垂
宮
縁
起
箱
銘
」
（
噛
南
九
㎞
四
八
四
九
号
）
で
あ
る
。

⑦
　
門
菊
池
旨
々
丸
書
状
重
土
（
「
肥
後
阿
蘇
家
文
書
」
、
『
南
九
』
五
一
八
六
号
）
。

⑧
『
国
史
大
辞
典
』
「
藤
西
将
軍
」
項
（
項
目
執
筆
者
川
添
昭
二
）
。

⑨
杉
本
尚
雄
『
菊
池
氏
三
代
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
目
。

⑩
懐
良
令
旨
に
つ
い
て
は
時
代
を
追
う
に
つ
れ
て
そ
の
形
式
が
変
化
し
て
い
く
こ

　
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
通
説
で
は
こ
れ
を
「
懐
良
令
旨
の
武
家
文
書
化
扁
と
し
て

　
い
る
（
森
茂
暁
「
令
旨
の
趣
き
止
め
文
書
－
征
西
将
軍
懐
良
親
王
と
大
塔
宮
護

　
良
親
王
i
」
、
『
中
世
日
本
の
政
治
と
文
化
』
、
思
懸
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
年
〉
。

⑪
「
征
西
将
軍
宮
令
旨
」
（
「
伊
予
河
野
文
書
」
、
噸
南
九
㎞
四
五
七
二
号
）
。
本
令
旨

　
は
南
朝
方
へ
寝
返
っ
た
河
野
通
直
に
対
し
て
発
給
さ
れ
た
最
初
の
令
旨
で
あ
り
、

　
例
外
的
に
征
露
将
軍
号
が
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑫
　
「
一
品
（
式
部
卿
）
親
王
」
の
史
料
上
の
初
出
は
、
文
中
三
年
に
発
給
さ
れ
た

　
尊
書
文
書
の
書
止
に
あ
る
コ
品
式
部
卿
宮
」
（
「
築
山
本
河
野
家
譜
」
、
『
南
中

　
四
』
四
＝
六
号
）
で
あ
る
。
文
中
三
年
申
よ
り
懐
良
が
一
品
式
部
卿
を
名
乗
っ

　
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑬
王
氏
前
掲
書
（
は
じ
め
に
⑤
）
。

⑭
魍
南
九
』
に
お
い
て
は
宮
内
少
輔
の
誰
に
つ
い
て
「
正
業
」
と
「
正
乗
」
が
混

　
用
さ
れ
て
い
る
が
、
噌
阿
蘇
文
書
』
の
写
真
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
門
正
業
」
が
正

　
し
い
。
ま
た
、
【
令
旨
⑨
】
の
国
者
で
あ
る
「
宮
内
大
輔
」
は
通
説
通
り
「
宮
内

　
少
輔
」
の
誤
記
と
す
る
。

⑮
「
良
成
親
王
書
状
」
（
「
筑
後
五
条
文
書
」
、
『
南
九
㎞
五
七
六
六
号
）
。

⑯
「
胤
房
奉
書
写
」
（
「
築
山
本
河
野
家
譜
」
、
『
南
中
四
』
四
二
〇
〇
号
）
。

⑰
「
宗
金
書
状
写
」
（
「
安
芸
築
山
文
書
」
、
四
南
九
㎞
五
四
一
七
号
）
「
吾
（
悟
）
山

　
主
」
は
矢
部
よ
り
河
野
氏
に
遣
わ
さ
れ
た
使
者
。

⑬
「
長
慶
天
皇
論
旨
写
」
（
「
築
山
本
河
野
家
譜
」
、
噸
南
中
四
』
四
一
六
六
－
四
一

　
六
八
号
）
、
「
蔵
人
頭
平
時
煕
奉
口
宣
案
写
」
（
「
河
野
通
嘉
穂
郡
蔵
文
書
」
、
噸
南
中

　
四
』
　
四
一
六
九
口
万
）
。

⑲
「
懐
良
親
王
令
旨
写
」
（
「
築
山
本
河
野
家
譜
」
、
『
南
中
四
』
四
＝
六
号
）
。

⑳
　
「
征
西
口
三
宮
蘭
留
写
」
（
「
改
姓
築
山
河
野
家
之
譜
偏
、
『
南
九
』
四
八
五
八
号
）
。

⑳
　
山
田
貴
司
「
南
北
朝
期
に
お
け
る
武
家
官
位
の
展
開
」
（
㎎
古
文
害
研
究
㎞
六
十

　
六
、
二
〇
〇
豊
年
）
。

⑫
　
阿
蘇
氏
と
菊
池
氏
・
征
西
府
を
め
ぐ
る
関
係
性
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
崎
山
勝

　
弘
「
征
西
府
の
肥
後
国
支
配
」
（
今
江
広
道
編
『
中
世
の
史
料
と
制
度
㎞
、
続
群
書

　
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
五
年
）
、
川
島
仁
志
「
征
西
将
軍
府
と
恵
良
惟
澄
i
正

　
平
三
年
段
階
の
阿
蘇
全
曲
帰
参
前
夜
に
お
け
る
関
係
」
（
『
七
隈
史
学
』
十
四
、
二

　
〇
～
二
年
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

⑬
　
九
州
の
個
別
地
域
・
入
物
に
関
す
る
研
究
は
、
川
添
昭
二
『
九
州
中
世
史
の
研

　
究
臨
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
）
、
山
口
隼
正
『
南
北
朝
期
九
州
守
護
の
研

　
究
睡
（
文
献
出
版
、
一
九
八
九
年
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

⑳
　
「
後
村
上
天
皇
輸
旨
写
」
（
「
肥
後
阿
蘇
家
文
書
」
、
『
南
九
㎞
二
六
四
五
号
）
。

⑳
　
「
征
西
将
軍
丁
令
旨
写
」
（
「
肥
後
阿
蘇
家
文
書
」
、
『
南
九
㎞
四
九
四
八
号
）
。

⑳
「
征
西
将
軍
宮
令
旨
写
」
（
門
肥
後
阿
蘇
家
文
書
」
、
『
南
九
』
五
～
三
七
号
）
。

⑳
　
門
征
西
将
軍
宮
令
旨
写
」
（
「
肥
後
阿
蘇
家
文
書
」
、
『
南
九
』
五
一
三
入
合
）
。
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⑱
　
「
征
西
将
軍
宮
令
旨
写
」
（
「
肥
後
阿
蘇
家
文
書
鳳
、
『
南
九
』
四
〇
五
九
号
）
。
な

　
お
、
以
上
登
場
し
た
「
下
座
郡
」
「
日
田
墨
画
「
守
窟
庄
」
は
正
平
十
｝
年
に
惟
澄

　
が
各
所
領
の
安
堵
を
南
朝
方
に
要
求
し
た
「
宇
治
惟
澄
申
状
案
」
（
「
肥
後
阿
蘇
家

　
文
害
」
、
『
南
九
謡
三
八
八
○
号
）
に
も
登
場
す
る
。

⑳
　
馬
渡
和
広
「
征
西
府
支
配
の
構
造
」
（
『
熊
本
史
学
㎏
七
十
二
・
七
十
三
、
一
九

　
九
六
年
目
。

⑳
　
罵
言
愚
昧
記
㎞
同
年
九
月
一
日
条
に
は
「
鎖
西
当
方
悉
一
統
了
」
と
あ
り
、
北

　
朝
方
は
こ
の
戦
い
を
以
て
九
州
統
一
を
果
た
し
た
と
認
識
し
て
い
る
。

⑪
　
「
平
時
煕
奉
口
宣
案
」
（
「
筑
後
大
友
文
書
」
、
㎎
南
九
㎞
五
五
九
四
号
）
。
大
友
氏

　
勝
な
る
人
物
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
名
前
に
「
氏
」
を
含
む
こ
と
か
ら
南
朝
方
豊

　
後
国
守
護
で
あ
る
大
友
氏
継
の
近
親
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑳
　
「
長
慶
天
皇
論
旨
」
（
門
筑
後
大
友
文
誉
」
、
『
南
九
隔
五
五
九
五
号
）
。
な
お
、

　
『
南
九
』
で
は
宛
先
を
北
朝
方
の
大
友
葦
毛
と
比
定
し
て
い
る
が
、
南
朝
方
の
氏

　
勝
を
指
す
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

⑬
　
「
長
慶
天
皇
勅
轡
写
」
（
「
筑
後
五
条
文
書
」
、
『
南
九
㎞
五
七
三
二
号
）
。
端
裏
書

　
に
剛
節
書
案
」
の
記
載
有
。
本
文
書
は
写
で
あ
る
が
、
五
条
家
文
書
を
研
究
し
た

　
村
田
正
志
氏
に
よ
る
と
本
文
轡
の
包
紙
に
は
門
後
妻
山
院
賜
征
西
将
軍
勅
書
」
と

　
あ
っ
た
と
い
う
（
村
田
正
志
『
村
田
正
志
著
作
集
第
二
巻
』
、
思
文
閣
出
版
、
一

　
九
八
三
年
）
。
し
か
し
時
期
を
考
え
れ
ば
、
発
給
者
は
後
亀
山
院
で
は
な
く
長
慶

　
天
皇
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。

⑳
　
村
田
氏
前
掲
書
（
第
一
章
⑳
）
。
但
し
村
田
氏
が
根
拠
と
し
た
「
宗
金
書
状
写
偏

　
（
「
築
山
本
河
野
家
譜
」
、
『
南
中
四
㎞
四
三
六
四
暑
）
は
『
南
中
四
』
で
は
天
授

　
三
年
（
　
三
七
七
）
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

⑳
　
「
懐
良
親
王
願
文
」
（
「
筑
後
玉
垂
神
社
文
書
」
、
㎎
南
九
㎞
五
三
六
八
号
）
。

⑳
　
安
田
政
彦
噸
平
安
時
代
皇
親
の
研
究
㎞
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
。
式
部

　
卿
は
「
第
　
の
親
王
」
「
宿
老
の
ひ
と
」
が
任
じ
ら
れ
る
ポ
ス
ト
で
あ
り
、
極
官

　
と
し
て
見
倣
さ
れ
て
い
た
。
な
お
北
畠
親
房
の
噸
職
原
抄
㎞
に
は
式
部
卿
に
つ
い

　
て
「
近
代
親
王
四
品
巴
上
任
之
、
人
臣
任
之
希
例
盲
壁
と
あ
る
。

⑳
　
宗
良
は
後
酸
醐
皇
子
の
長
老
格
で
、
中
務
卿
・
式
部
卿
・
塁
上
大
将
軍
な
ど
を

　
歴
任
し
た
（
藤
井
譲
治
・
吉
岡
真
之
監
修
・
解
説
『
天
皇
皇
族
実
録
』
、
ゆ
ま
に

　
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
。
東
国
で
の
活
動
を
経
て
文
中
三
年
（
＝
二
七
四
）
に
吉

　
野
に
帰
還
す
る
が
、
こ
れ
は
宗
良
が
当
時
六
十
四
歳
と
い
う
高
齢
で
、
こ
れ
以
上

　
の
戦
争
継
続
が
不
可
能
に
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
は
ま
さ
に
懐
良
令

　
旨
中
に
コ
品
式
部
卿
」
の
語
が
み
え
始
め
る
時
期
で
あ
り
、
宗
良
の
引
退
に
よ

　
り
そ
の
地
位
が
懐
良
に
移
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
章
懐
良
死
去
以
降

　
で
は
続
い
て
、

の
期
問
（
E
期
）

三
八
三
）

第
一
節
南
朝
と
の
関
係

　
　
　
　
三
月
の
一
重
死
去
か
ら
、

け
て
の
約
十
三
年
間
を
指
す
。
令
旨
は
計
十
七
通
が
確
認
さ
れ
、

【
令
旨
⑳
】
か
ら

　
H
期
に
お
い
て
は
南
朝
年
号
史
料
そ
の
も
の
が
激
減
し
、

近
の
書
状
を
除
い
て
は
九
州
全
土
で
北
朝
年
号
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
と
は
、
九
州
に
お
け
る
南
朝
勢
力
の
衰
え
を
示
し
て
い
る
。
以
下
、
前
章

と
同
様
に
数
年
ご
と
に
区
切
り
な
が
ら
令
旨
の
分
析
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
本
節
に
お
い
て
は
、
弘
和
三
年
（
一
三
八
三
）
か
ら
元
申
二
年
（
一

二
良
死
後
よ
り
後
手
の
活
動
が
確
認
で
き
な
く
な
る
ま
で

に
つ
い
て
み
て
い
ぎ
だ
い
。
具
体
的
に
は
弘
和
三
年
（
～

　
　
　
　
　
　
　
元
申
十
二
年
（
；
一
九
五
）
十
月
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
表
】
の

【
令
旨
⑳
】
に
相
当
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
宮
令
旨
と
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
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三
八
五
）
ま
で
の
期
間
を
取
り
扱
う
。
懐
良
が
死
去
し
て
後
の
こ
の
三
年
間

は
後
宮
の
活
発
な
活
動
が
確
認
さ
れ
る
時
期
で
あ
る
と
と
も
に
、
阿
蘇
氏
・

相
良
氏
に
対
し
て
南
朝
論
旨
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
川
添
氏

は
懐
良
死
去
後
の
南
朝
要
旨
の
効
力
を
「
九
州
宮
方
の
補
完
作
用
に
実
を
あ

げ
た
な
ど
と
は
到
底
い
え
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
た
が
、
以
下
令
旨
の
分

析
を
通
し
て
主
に
南
朝
と
後
宮
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　
最
初
に
注
目
す
べ
き
は
【
令
旨
⑳
】
で
あ
る
。
懐
良
死
去
の
翌
月
に
発
給

さ
れ
た
同
令
旨
は
、
天
授
二
年
（
＝
二
七
六
）
以
来
七
年
ぶ
り
に
指
墨
将
軍

宮
号
が
使
用
さ
れ
た
事
例
で
あ
り
、
奉
者
は
懐
良
の
側
近
で
あ
っ
た
胤
房
で

　
②

あ
る
。
懐
良
の
権
限
を
後
宮
が
継
承
し
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

　
内
容
と
し
て
は
相
良
前
立
の
所
領
を
安
堵
す
る
も
の
で
、
本
来
黒
蓋
が
保

持
し
て
い
た
所
領
安
堵
権
を
死
後
に
後
宮
が
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
以
降
三
年
間
に
お
い
て
、
【
令
旨
⑭
】
に
お
け
る
牛
黒
氏
へ
の
軍
勢
催

促
、
【
令
旨
⑳
】
に
お
け
る
禰
寝
氏
へ
の
軍
忠
感
状
な
ど
、
南
朝
方
の
｝
族

に
対
す
る
諸
権
限
も
保
持
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
さ
て
、
こ
の
期
間
に
お
い
て
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
令
旨
の
宛
所
が
相
良

氏
と
阿
蘇
氏
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
相
良
氏
の
惣
領
前
頼
は
北
朝

方
と
し
て
各
地
を
転
戦
し
て
い
た
が
、
弘
和
三
年
（
～
三
八
三
）
に
南
朝
方

に
寝
返
っ
た
。
【
令
旨
⑫
】
に
み
え
る
球
磨
郡
と
は
相
良
氏
の
本
拠
地
で
あ

り
、
前
念
の
南
朝
帰
参
に
よ
っ
て
安
堵
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
前
頼
は
元
中
二
年
二
月
の
【
令
旨
⑱
】
に
お
い
て
肥
前
国
守
護
職
に
補
任

　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
同
年
十
月
の
後
亀
山
天
皇
聖
旨
に
お
い
て
本
領
と
新

恩
地
が
安
堵
さ
れ
、
翌
月
に
は
再
び
編
旨
が
発
給
さ
れ
て
前
頼
の
昇
殿
が
許

　
　
　
　
⑤

さ
れ
て
い
る
。
曲
弾
発
給
は
明
ら
か
に
後
宮
の
吹
挙
を
受
け
て
の
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
権
限
を
や
は
り
後
宮
が
保
持
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
附
蘇
氏
に
つ
い
て
は
南
朝
方
の
大
宮
司
上
皇
が
天
授
三
年
（
＝
二
七
七
）

に
戦
死
し
、
息
子
・
惟
政
の
代
に
移
っ
て
い
た
。
前
章
で
み
た
通
り
、
懐
良

の
生
前
に
惟
政
に
対
す
る
所
領
安
堵
は
行
わ
れ
て
い
る
。
弘
和
三
年
七
月
に

は
【
令
旨
⑳
】
に
お
い
て
豊
前
国
の
難
所
を
料
所
と
し
て
知
行
さ
せ
、
同
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

十
｝
月
に
は
長
慶
天
皇
翠
雲
に
よ
り
本
領
と
新
恩
地
が
安
堵
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
発
中
元
年
（
一
三
八
四
）
十
一
月
に
は
【
令
旨
⑳
】
に
て
豊
後
今
任
庄

が
寄
進
さ
れ
、
翌
年
正
月
に
は
【
令
旨
⑳
】
に
て
肥
前
彼
杵
庄
の
領
家
職
が

与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
両
者
と
も
北
朝
方
の
支
配
領
域
に
あ
る
た
め
そ
の
実

効
性
は
疑
わ
し
い
。
し
か
し
、
同
年
十
一
月
に
は
門
令
旨
⑳
】
に
お
い
て
惟

武
跡
を
惟
政
が
相
続
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
北
朝
方
よ
り
寝
返
っ
た
相
良
氏
と
惣
領
が
交

代
し
た
阿
蘇
氏
を
南
朝
方
に
引
き
入
れ
る
う
え
で
、
征
西
将
軍
に
よ
る
安
堵

令
旨
が
先
行
し
、
そ
れ
を
南
朝
天
皇
編
旨
が
「
追
認
」
す
る
と
い
う
形
を
と

っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
三
浦
氏
に
よ
れ
ば
、
征
洒
府
に
お
け
る
所
領
安
堵
は

令
旨
に
よ
る
安
堵
完
結
が
指
向
さ
れ
、
正
平
十
三
年
（
＝
二
五
八
）
以
来
基
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⑦

本
的
に
は
論
旨
に
よ
る
所
領
安
堵
は
絶
え
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
以
上
を
考

え
れ
ば
、
懐
良
の
死
後
に
な
っ
て
総
旨
に
よ
る
所
領
安
堵
追
認
と
い
う
シ
ス

テ
ム
が
復
活
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
よ
っ
て
、
「
南
朝
総
旨
は
九
州
南
朝
方
の
補
完
作
用
に
全
く
意
味
を
成
さ

な
か
っ
た
」
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
後
宮
は
積
極
的
に
南
朝
天
皇
の
権
威

を
用
い
て
阿
蘇
氏
・
相
良
氏
を
引
き
込
も
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
理
由
と
し
て
は
、
衰
退
の
一
途
を
た
ど
る
征
西
府
に
と
っ
て
、
両
氏
を

南
朝
方
と
し
て
留
め
る
た
め
に
論
旨
の
影
響
力
を
従
来
以
上
に
利
用
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
と
と
も
に
、
ま
た
逆
に
阿
蘇
氏
・
相
良
氏
の
立
場
か
ら
も
響

動
の
死
去
に
よ
っ
て
南
朝
天
皇
の
権
威
に
対
す
る
需
要
が
増
し
て
い
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
節
勢
力
の
衰
退

　
本
節
に
お
い
て
は
、
元
中
三
年
（
　
三
八
六
）
か
ら
元
中
五
年
（
｝
三
八

八
）
ま
で
の
期
間
を
取
り
扱
う
。
こ
の
期
間
、
後
宮
は
「
た
け
」
の
御
所
を

去
っ
た
の
ち
元
中
四
年
（
　
三
八
七
）
に
は
肥
後
宇
土
に
移
っ
た
。
こ
の
三

年
間
は
、
阿
蘇
氏
・
相
良
氏
の
み
に
し
か
令
旨
が
発
給
さ
れ
て
お
ら
ず
、
征

酒
府
勢
力
の
さ
ら
な
る
衰
退
が
み
て
取
れ
る
。

　
【
令
旨
⑳
】
と
【
令
旨
⑳
】
は
阿
蘇
惟
政
に
対
す
る
も
の
で
、
前
者
は
日

向
国
国
衛
、
後
者
は
豊
後
国
日
田
郷
を
安
堵
し
て
い
る
。
「
国
衛
」
と
は

「
国
衙
」
の
誤
記
で
国
司
職
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
【
令

旨
⑥
】
に
お
い
て
懐
良
か
ら
惟
武
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
、
ま
た
豊
後
忌
日

田
郷
に
つ
い
て
も
【
令
旨
④
】
に
お
い
て
懐
良
か
ら
地
頭
職
が
惟
武
に
与
え

ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
審
理
に
よ
る
所
領
政
策
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。

　
【
令
旨
（
⑫
】
か
ら
【
令
旨
⑭
】
に
つ
い
て
は
相
良
氏
に
疑
し
て
の
も
の
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
注
臣
さ
れ
る
の
は
門
令
旨
⑳
】
と
【
令
旨
⑳
】
の
書
止
に

「
兵
部
卿
親
王
」
と
い
う
表
現
が
現
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
【
令
旨
⑭
】
に

「
産
繭
将
軍
宮
」
の
名
で
令
旨
が
発
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
奉
者
も
一

貫
し
て
右
少
尉
定
有
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
兵
部
卿
親
王
1
1
後
宮
で
あ
る
と
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

え
ら
れ
る
が
、
な
ぜ
こ
の
二
通
の
み
こ
の
名
を
用
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

内
容
と
し
て
は
唯
一
【
令
旨
⑳
】
の
み
が
肥
前
小
瀬
庄
を
与
え
る
も
の
で
、

そ
の
他
は
軍
忠
感
状
で
あ
る
。

　
以
上
を
み
る
限
り
、
こ
の
時
期
は
阿
蘇
氏
と
相
良
氏
を
主
力
と
し
て
後
宮

は
北
朝
方
に
抵
抗
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
令
旨
に
は
ほ
と
ん
ど
新
し

い
所
領
を
与
え
る
記
述
は
み
ら
れ
ず
、
所
領
安
堵
・
軍
忠
感
状
が
主
に
な
っ

て
い
く
。
南
朝
方
の
拠
点
が
陥
落
し
、
従
来
の
領
地
の
安
堵
と
軍
立
感
状
令

旨
の
発
給
に
よ
っ
て
辛
う
じ
て
後
宮
に
協
力
す
る
武
士
を
つ
な
ぎ
留
め
て
い

る
姿
が
窺
え
る
。
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第
三
節
征
西
府
の
崩
壊

　
本
節
に
お
い
て
は
光
中
六
年
（
＝
二
八
九
）
か
ら
十
二
年
（
一
三
九
五
）

年
ま
で
の
期
間
を
取
り
扱
う
。
敗
戦
を
重
ね
な
が
ら
も
阿
蘇
氏
と
相
良
氏
の

協
力
で
北
朝
方
へ
の
抗
戦
を
継
続
し
て
い
た
征
西
府
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
七

年
間
に
お
い
て
は
つ
い
に
阿
蘇
氏
・
相
良
氏
と
の
関
係
も
途
絶
え
て
し
ま
う
。

そ
の
兆
し
が
み
え
る
の
は
、
元
中
六
年
に
阿
蘇
惟
政
へ
発
給
さ
れ
た
後
亀
山

　
　
　
⑨

天
皇
論
旨
で
あ
る
。
そ
の
文
章
申
に
、
「
属
将
軍
宮
御
手
、
可
致
忠
節
之
由
、

先
途
被
仰
之
処
、
不
及
請
文
之
条
、
如
何
様
哉
、
早
算
彼
御
手
、
蓮
華
無
弐

軍
忠
」
と
い
っ
た
記
述
が
み
え
、
こ
こ
か
ら
軍
政
と
後
宮
の
間
に
何
ら
か
の

不
和
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　
そ
れ
を
証
明
す
る
よ
う
に
、
そ
の
後
惟
政
へ
の
令
旨
は
確
認
さ
れ
な
く
な

る
。
【
令
旨
⑳
】
は
五
条
家
に
対
す
る
軍
勢
催
促
、
【
令
旨
⑳
】
は
蜂
須
賀
氏

に
対
す
る
軍
忠
感
状
で
あ
る
。
五
条
家
は
筑
後
矢
部
に
在
す
懐
良
譜
代
の
一

族
で
あ
り
、
蜂
須
賀
氏
も
以
前
に
懐
良
よ
り
矢
部
周
辺
の
領
地
を
与
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
懐
良
の
側
近
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
、
最
早

後
宮
に
は
自
ら
の
側
近
を
除
い
て
、
懐
良
の
旧
在
所
で
あ
っ
た
矢
部
の
一
族

し
か
頼
る
べ
き
存
在
が
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
後
宮
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
肥
後
八
代
城
も
元
中
八
年
（
一
三

九
一
）
に
は
落
城
し
、
翌
年
に
は
つ
い
に
南
北
朝
の
合
一
が
成
立
す
る
。
こ

れ
ら
の
出
来
事
を
受
け
、
相
良
氏
を
は
じ
め
南
朝
方
で
あ
っ
た
一
族
は
次
々

と
後
宮
の
も
と
か
ら
離
反
し
、
最
終
的
に
は
阿
蘇
氏
・
菊
池
氏
も
後
宮
の
も

と
を
去
る
こ
と
と
な
っ
た
。
明
徳
四
年
（
元
申
十
、
一
三
九
三
）
の
今
川
貞

　
　
　
⑩

臣
施
行
状
で
は
、
惟
政
・
武
朝
双
方
が
今
川
に
下
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

同
年
に
発
給
さ
れ
た
【
令
旨
⑳
】
は
阿
蘇
惟
政
に
対
し
豊
後
・
日
向
両
国
の

守
護
職
等
を
与
え
る
の
で
九
州
の
再
興
を
図
る
こ
と
を
命
じ
る
内
容
で
、
恩

賞
と
し
て
提
示
し
た
領
地
を
み
て
も
あ
ま
り
に
現
実
離
れ
し
た
も
の
と
言
わ

　
　
　
　
　
⑪

ざ
る
を
得
な
い
。
元
中
六
年
以
降
は
南
朝
か
ら
の
連
絡
も
確
認
さ
れ
ず
、
こ

の
時
点
で
後
宮
令
旨
は
実
質
的
な
権
威
を
失
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
後
宮
は
八
代
城
陥
落
後
、
五
条
家
を
頼
っ
て
筑
後
矢
部
の
大
角
へ
と
移
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

し
た
。
五
条
良
遠
の
息
子
頼
治
は
元
中
八
年
に
現
況
を
綴
っ
た
申
状
を
南
朝

へ
提
出
し
た
が
、
南
朝
か
ら
の
反
応
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
元
中

十
一
年
（
一
三
九
四
）
に
は
雌
蕊
の
息
子
良
量
へ
の
後
宮
自
筆
に
よ
る
名
字

　
　
⑬

宛
行
状
と
、
筑
前
国
下
津
郡
を
与
え
る
後
宮
最
後
の
令
旨
で
あ
る
【
令
旨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

⑳
】
が
発
給
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
後
宮
は
最
後
の
令
旨
が
確
認
で
き
る
元
中
十
一
年
の
翌
年
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

南
朝
年
号
を
用
い
た
文
書
を
発
給
し
て
い
る
。
元
中
十
二
年
の
後
宮
書
状
が

そ
れ
で
あ
る
が
、
「
道
微
」
に
矢
部
の
御
所
を
攻
め
ら
れ
、
そ
れ
を
防
い
だ

「
武
信
・
信
経
」
の
軍
忠
を
賞
し
て
お
り
、
南
北
朝
合
一
後
も
矢
部
に
い
な

が
ら
に
し
て
追
手
を
防
い
で
戦
争
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
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し
そ
の
勢
力
は
と
て
も
「
征
西
将
軍
府
」
と
呼
べ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、

後
宮
と
少
数
の
側
近
に
よ
っ
て
矢
部
周
辺
の
支
配
を
維
持
し
て
い
る
程
度
の

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
史
料
を
最
後
に
、
後
宮
の
足
跡
は
途
絶
え
る
。

　
本
章
に
お
け
る
考
察
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
亘
期
に
お
け

る
令
旨
の
う
ち
、
懐
良
死
後
間
も
な
く
の
数
年
間
に
か
け
て
は
後
宮
が
懐
良

の
権
限
を
受
け
継
い
で
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
南
朝
と
の

関
係
に
お
い
て
も
論
旨
に
よ
っ
て
征
西
将
軍
令
旨
を
補
完
す
る
と
い
う
形
式

が
取
ら
れ
て
お
り
、
後
宮
は
南
朝
天
皇
論
旨
の
権
威
を
用
い
て
懐
良
死
後
の

征
西
府
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
後
宮
令
旨
は
徐
々
に
本
領
の
安
堵
と
軍
忠
感
状
に
集
中
す
る
よ

う
に
な
る
。
こ
れ
は
南
朝
方
拠
点
の
衰
退
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
後
阿
蘇
氏
と
の
不
仲
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
南
北
朝
合
一
の
の
ち
は

菊
池
氏
・
阿
蘇
氏
の
協
力
を
失
い
、
南
朝
と
の
連
絡
も
途
絶
え
て
し
ま
う
。

こ
の
時
点
で
、
南
朝
機
関
と
し
て
の
九
州
征
西
府
は
完
全
に
崩
壊
し
た
と
需

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

①
『
南
九
㎞
に
お
い
て
、
懐
良
生
箇
中
の
天
授
元
年
（
＝
二
七
五
）
か
ら
弘
和
二

　
年
（
＝
二
八
二
）
ま
で
の
八
年
間
に
確
認
さ
れ
る
南
朝
年
号
史
料
は
六
十
九
通
で
、

　
年
平
均
八
・
六
通
。
対
し
て
懐
良
死
去
後
の
弘
和
三
年
（
～
三
濡
話
）
か
ら
元
中

　
十
二
年
（
コ
エ
九
五
）
ま
で
の
十
三
年
間
に
確
認
さ
れ
る
南
朝
年
号
史
料
は
四
十

　
八
通
で
、
年
平
均
三
・
六
通
。
そ
の
内
訳
も
懐
良
の
死
後
は
ほ
と
ん
ど
が
後
宮
令

　
旨
と
側
近
の
書
状
で
占
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
他
は
九
州
全
土
に
お
い
て
北
朝

　
年
号
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

②
胤
房
は
こ
の
令
旨
以
降
左
中
将
に
昇
格
し
て
い
る
。
前
年
以
降
の
令
旨
に
み
え

　
る
「
邦
忠
」
が
左
少
将
で
あ
る
た
め
h
昇
格
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

　
胤
房
と
邦
忠
の
花
押
は
明
ら
か
に
異
な
る
形
で
あ
り
、
別
人
で
あ
る
の
は
問
違
い

　
な
い
。

③
当
時
の
肥
前
国
は
完
全
に
今
川
氏
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
前
頼
の
肥
前
国
内
に

　
お
け
る
守
護
と
し
て
の
活
動
は
全
く
確
認
さ
れ
な
い
た
め
、
補
任
は
実
体
を
伴
う

　
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

④
「
後
亀
山
天
皇
論
旨
」
（
「
肥
後
相
良
家
文
書
」
、
『
南
九
』
五
九
三
二
心
）
。

⑤
「
後
亀
山
天
皇
論
旨
」
（
「
肥
後
相
良
家
文
書
」
、
『
南
九
』
五
九
三
八
号
）
。

⑥
「
雪
山
天
皇
論
旨
写
」
（
「
肥
後
阿
蘇
家
文
書
」
、
『
南
九
挽
五
七
九
六
号
）
。

⑦
三
浦
氏
前
掲
書
（
は
じ
め
に
⑦
）
。

⑧
『
葦
原
抄
』
で
は
、
兵
部
卿
に
つ
い
て
「
凡
八
省
中
中
務
式
部
親
王
官
也
、
兵

　
部
時
時
任
之
」
と
し
て
い
る
。
南
朝
文
書
に
お
い
て
は
複
数
の
「
兵
部
卿
親
王
」

　
が
登
場
し
、
う
ち
最
も
有
名
な
の
は
後
醍
醐
皇
子
の
護
良
で
あ
る
（
す
で
に
死

　
去
）
。
正
平
年
間
初
期
に
も
「
兵
部
卿
親
王
」
名
義
の
令
旨
が
伊
予
忽
那
氏
に
出

　
さ
れ
て
い
る
が
（
「
兵
部
卿
親
王
令
旨
扁
、
「
伊
予
忽
那
文
書
」
、
欄
南
中
四
』
一
七

　
八
八
号
・
　
九
八
八
号
）
、
こ
れ
は
護
良
の
子
で
あ
る
興
良
も
し
く
は
陸
良
を
指

　
す
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
村
上
皇
子
の
中
で
は
噸
新
葉
和
歌
集
』
よ
り
師
成

　
が
兵
部
卿
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
と
後
富
と
の
関
係
性
は
不
明

　
で
あ
り
、
後
宮
の
誰
の
問
題
も
含
め
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

⑨
「
後
亀
山
天
皇
論
旨
写
」
（
「
肥
後
阿
蘇
家
文
書
」
、
指
南
九
㎞
六
〇
八
三
号
）
。

⑳
門
今
川
愚
臣
施
行
状
写
」
（
「
肥
後
阿
蘇
家
文
書
」
、
剛
南
九
㎞
六
二
九
〇
号
）
。

　
「
阿
蘇
大
宮
罰
惟
政
」
「
菊
池
肥
後
守
殿
」
の
語
が
確
認
で
き
、
惟
政
・
武
朝
が

　
今
川
氏
よ
り
そ
の
地
位
を
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
の
状
況
に
つ

　
い
て
、
至
徳
元
年
（
元
中
元
、
＝
二
八
四
）
以
降
阿
蘇
社
社
務
関
係
文
香
は
北
朝

　
年
号
で
統
一
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
時
点
で
惟
武
は
阿
蘇
社
の
社
務
支
配
権
を
失
っ
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て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
武
朝
も
八
代
城
陥
落
に
よ
り
拠
点
を
全
く
失
っ

　
て
い
る
。
よ
っ
て
両
者
が
今
川
軍
に
降
伏
し
た
の
は
、
南
北
朝
合
一
時
点
で
抵
抗

　
す
る
軍
事
勢
力
を
喪
失
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑪
　
元
中
九
年
（
＝
二
九
工
）
に
比
定
さ
れ
る
後
宮
文
書
（
（
門
肥
後
陣
蘇
家
文
書
扁
、

　
『
南
九
』
六
二
三
七
号
）
で
は
整
商
に
対
し
て
そ
の
忠
節
を
尽
く
す
よ
う
懇
願
し

　
て
い
る
が
、
一
切
の
反
応
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

⑫
「
五
条
頼
治
申
状
案
」
（
門
筑
後
五
条
文
書
」
、
『
南
九
』
六
二
二
号
）
。

⑬
「
良
成
親
王
自
筆
名
字
宛
行
状
」
（
「
筑
後
五
条
文
書
」
、
『
南
九
』
六
～
三
七
号
）
。

　
な
お
、
本
史
料
は
後
宮
の
も
の
と
思
わ
れ
る
花
押
が
確
認
で
き
る
唯
一
の
史
料
で

　
あ
る
。

⑭
本
史
料
中
の
「
下
津
郡
」
に
つ
い
て
は
不
明
。
坦
重
氏
は
下
座
郡
の
誤
記
か
と

　
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
元
中
十
年
（
一
三
九
三
）
に
比
定
さ
れ
て
い
る
五
条
家

　
宛
て
の
文
書
が
一
二
通
残
っ
て
い
る
（
「
筑
後
五
条
文
書
」
、
『
南
九
』
六
二
五
九
－

　
六
二
六
一
号
）
。
懐
良
の
御
沙
汰
に
従
い
、
筑
前
下
津
郡
・
膳
前
神
嬉
上
入
郷
・

　
筑
後
河
北
庄
を
五
条
頼
治
に
安
堵
す
る
内
容
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
奉
者
は
左
少

　
将
邦
患
で
あ
る
。

⑮
　
「
良
成
親
王
書
状
」
（
［
筑
後
五
条
文
書
」
、
『
南
九
』
六
三
一
入
号
）
。
二
重
奥
書

　
に
「
御
在
所
矢
部
大
杣
　
御
筆
元
中
十
二
年
十
月
廿
日
」
と
あ
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

最
後
に
、
改
め
て
本
稿
の
内
容
を
整
理
し
て
全
体
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

本
稿
で
は
文
書
史
料
の
収
集
・
分
析
に
よ
る
新
た
な
南
朝
像
構
築
の
～
例

と
し
て
南
北
朝
期
の
九
州
に
存
在
し
た
「
後
馬
西
将
軍
宮
」
に
着
目
し
、
こ

の
人
物
の
関
係
史
料
を
通
し
て
征
西
唐
の
崩
壊
過
程
を
描
き
出
す
こ
と
を
目

的
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
当
該
期
の
南
朝
関
係
文
書
史
料
を
収
集
し
表
と
し

て
ま
と
め
た
上
で
、
懐
良
の
死
去
を
契
機
と
し
て
そ
れ
以
前
を
「
1
期
」
、

そ
れ
以
後
を
「
■
期
」
と
分
類
し
て
詳
し
い
分
析
を
加
え
た
。

　
そ
の
結
果
、
1
期
に
お
い
て
は
奉
者
に
よ
る
令
旨
発
給
主
体
者
の
分
類
に

よ
り
、
二
型
は
将
軍
職
を
辞
し
た
後
も
一
品
式
部
卿
親
王
と
し
て
権
力
を
保

持
し
て
お
り
、
後
宮
は
そ
の
「
御
代
官
」
と
し
て
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ

と
な
ど
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
H
期
に
お
い
て
は
後
宮
は
南
朝
論
旨
に
よ
る
本

領
安
堵
を
復
活
さ
せ
、
南
朝
の
権
威
を
用
い
て
戦
争
を
継
続
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
本
稿
に
お
い
て
取
り
扱
っ
た
の
は
征
西
府
の
崩
壊
期
と
い
う
特
殊
な
、
ま

た
限
ら
れ
た
時
期
の
事
例
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
南
朝
関
係
史
料
を
収

集
し
、
そ
の
分
析
結
果
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
意
義
は
大
き
い
。
今
後

は
本
稿
で
取
り
扱
っ
た
事
例
以
外
の
時
代
・
地
域
に
も
焦
点
を
当
て
、
同
様

の
手
法
を
用
い
な
が
ら
研
究
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
岡
県
立
須
恵
高
等
学
校
教
諭
）
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seems　to　have　been　a　cause　for　the　paucity　of　auspicious　omeRs．

　　In　the　fourth　section，　1　address　the　trend　towards　the　disappearance　of

auspicious　omens　from　the　Six　Dynastles　onward．　ln　regard　to　the

elimination　of　auspicious　omens，　1　state　my　view　that　it　would　surely　be

necessary　to　coRsider　the　change　in　the　character　of　the　monarchical　regime

that　was　profoundly　related　to　auspicious　omens　rather　than　the　problem　of

the　state　of　extant　historical　sources．

　　In　conclusion，　as　evideRced　in　sections　two　aRd　three，　the　decrease　in　the

number　of　records　of　auspicious　ornens　can　be　explained　as　the　reception　of

the　Chinese　influence　within　the　policy　of　Tang－style　Sinification．　ln　this

article　1　demonstrated　factual　evidence　of　the　relationship　between

auspicious　omens　and　the　poiicy　of　Tang－style　Sinification　through

examination　of　records　of　auspicious　omens　themselves．　Moreover，　i£　can　be

surmised　that　the　Japanese　court　was　conscious　of　the　historical　dynasties

such　as　the　Five　Emperors　and　Latter　Han　rather　than　the　contemporary

Tang　dynasty　in　regard　to　the　Sinification　of　auspicious　omens．　ln　this

article，　1　posit　the　image　of　“multiple　Chinas”　as　a　concept　that　would

include　multiple　Chinese　dynasties．　lt　may　be　said　that　during　the　period

that　was　strongly　influenced　by　the　Tang，　the　reception　of　the　concept　of

auspicious　omens　occurred　with　this　conception　of　“multiple　Chinas”　as　its

source．

A　Study　of　Nochi－no－Seisei－Sh6gun－no－Miya

by

KIKUCRI　Yasutaka

　　The　influence　of　the　question　of　the　iegitimacy　of　the　Southern　versus　the

Northern　Court　and　the　paucity　of　historical　sources　can　be　mentioned　as

havlng　been　central　issues　in　tlie　study　of　£he　Southern　Court　duriRg　the

post－war　period　However，　now　that　access　to　documents　of　the　Southern

Court　has　become　easier　with　the　publication　of　Nanbohucho一　iban　（the

written　legacy　of　period　of　the　Southern　and　Northern　Court　period），　the

study　of　the　Southern　Court　in　a　new　form　based　on　the　comprehensive

collection　of　historical　sources　is　now　being　pursued．　ln　this　article，　1　focus

on　the　now－anonymous　prince　who　was　known　as　Nochi－no－Seisei－Sh6gun－no一
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Miya後征西将軍宮（hereafter　abbreviated　Nochi－no－Miya）who　operated　in

Kyushu　during　the　NaRbokuch6　period　as　an　example　of　constructing　a　new

image　of　the　Southern　Court，　aRd　I　portray　the　process　of　the　destruction　of

the　institution　of　the　Seiseifu　using　sources　associated　with　the　prince．

　　First，　1　focus　on　the　changes　in　ryo－」’i　kakitome　（closing　line　of　princely

orders），　and　identify　the　year　of　Nochi－no－Miya’s　successlon　to　the　office　of

shogun　following　K：aneyoshi懐良as　BunchU　3（1374）．　Based　on　this　fact，　I

collected　Southern　Court　docitments　from　the　period　and　arranged　them　in　a

chart，　separating　them　into　two　periods：　the　first，　prior　to　the　death　of

KaReyoshi　in　K6wa　3（1384），　and　the　second　after　his　death．　The　edicts　of

Nochi－no－Miya　dttring　the　first　period　were　issued　for　only　an　extremely

short　period，　and　their　contents　were　certifications　of　military　fealty　or

concerned　territorial　administration．　However，　they　did　not　fundamentally

exceed　the　authority　exercised　by　Kaneyoshi　and　ultimately　functioned　to

implernent　the　orders　of　Kaneyoshi．　ln　contrast，　Kaneyoshi　retained　as　before

the　authority　maintained　by　tke　Seiseifu，　issuing　certifications　of　military

fealty　and　territory，　recommendations　to　government　posts，　and

appointments　of　shugo，　and　thus　it　can　be　seen　that　Kaneyoshi　beltaved　as

the　representative　of　the　Seiseifu　toward　the　Southern　Court　and　the　Aso

cian．　Kaneyoshi　of　this　period　contiRued　to　be　actlve　using　the　title　lppon

Shikibuky6　ShiRn6　（PriRce　of　the　First　Rank　and　Minister　of　Civil　Services），

and　after　ceding　the　post　of　shogun　and　moving　to　Yabe，　Kaneyoshi　did　not

withdraw　from　all　activities　as　is　usually　supposed，　but　having　attained　the

new　position　of　lppon　Shikibuky6　Shinn6　continued　his　activities　for　the

Southern　Court　thereafter　in　1〈yushu．　Then　we　can　discern　a　related

structttre　of　a　series　of　battles　in　various　locations　by　Nochi－no－Miya　as　the

offieial　representative　of　the　lppon　Shikibuky6　Shinn6　in　league　with　the

Kikuchi　clan．　IR　other　words，　the　Seiseifu　in　this　period　operated　as　a　new

system　built　around　lppon　Shikibuky6　Shinn6　（1〈aneyoshi），　Seisei　Shogun

（Nochi－no－Miya），　and　their　delegates　（the　Otomo　and　Sh6ni　clans）．

Nevertheless，　in　the　period　spanning　the　years　from　the　end　of　the　Tenju　era

through　the　K6wa　era，　the　authority　of　Nochi－no－Miya　expanded　to　the　point

that　the　Southern　Court　would　have　to　mediate　between　Kaneyoshi　and

Nochi－no－Miya

　　During　the　second　period，　1　have　confirmed　that　in　tke　span　of　a　few　years

after　Kaneyoshi’s　death，　princely　orders　were　issued　as　certificates　of

territory，　Rew　grants　of　office，　military　fealty，　and　appoiRtments　to

government　posts，　and　it　is　thus　clear　that　Nochi－no－Miya　was　active
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carrying　on　the　authority　of　KaneyoshL　Moreover，　in　regard　to　relations　with

the　Southern　Court，　it　tool〈　the　form　of　completing　the　implementation　of　the

orders　（ryo一］’ab　of　the　Seisei　Sh6gun　by　issuance　of　imperial　edicts　（rinjz），　and

furthermore，　because　his　activities　can　be　understood　as　the　revival　of

territorial　certification　by　imperial　edict，　it　is　clear　that　Nochi－no－Miya

employed　the　authority　of　imperial　edicts　of　the　Southern　Court　in　an

attempt　to　maintain　the　Seiseifu　after　Kaneyoshi’s　death．　However，　Nochi－no－

michi’s　orders　gradually　became　concentrated　within　the　scope　of　territorial

certifications　and　military　fealty　and　new　grants　of　office　were　no　longer

seen．　This　appears　to　represent　the　deteriorat20n　of　the　Southern　Court’s

stronghold．　Thereafter，　discord　between　Nochi－no－Miya　and　the　Aso　clan

became　apparent，　and　then　after　the　unification　of　the　Northern　and

Southern　Courts，　cooperation　with　the　Kikuchi　and　Aso　clans　ceased，　and

communications　with　the　Southern　Court　were　severed．　At　this　point，　the

Seiseifu　iR　Kyushu　completely　lost　its　authority　as　an　organ　of　the　Southern

Court．

　　This　article　has　dealt　with　a　special，　llmited　period　that　saw　the

destruction　of　the　Seiseifu．　However，　on　the　other　hand，　it　is　highly

significant　that　1　was　able　to　assemb｝e　historical　sources　related　to　the

Southern　Court　and　demonstrate　results　through　their　analysis．　Hereafter，　I

hope　to　continue　this　research　using　the　same　methodology　and　focusing　on

periods　and　regions　other　than　those　addressed　ln　this　article．
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